
古
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ア
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燕
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句
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早

直

人

古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

【
要
約
】
近
年
、
東
北
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
出
土
す
る
馬
具
を
一
連
の
系
統
と
し
て
理
解
す
る
研
究
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
地
か
ら

出
土
す
る
馬
具
の
併
行
関
係
や
年
代
観
に
つ
い
て
は
未
だ
意
見
の
｝
致
を
み
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
製
作
技
術
と
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
、
三

新
・
高
句
麗
・
新
羅
地
域
出
土
馬
具
の
相
対
編
年
と
併
行
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
、
紀
年
墓
な
ど
か
ら
出
土
し
た
良
好
な
年
代
決
定
資
料
を
も

と
に
各
段
階
に
お
お
よ
そ
の
年
代
を
与
え
た
。
技
術
や
機
能
の
変
化
を
広
域
編
年
の
指
標
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
地
の
様
々
な
事
象
が
整
合
的
に
説

明
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
で
鏡
板
轡
を
は
じ
め
と
す
る
装
飾
性
の
高
い
騎
乗
用
馬
具
セ
ッ
ト
の
成
立
時
期
に
は
、
近
写
（
四
世
紀
中

葉
）
、
高
句
麗
（
四
世
紀
後
葉
～
五
世
紀
初
頭
）
、
新
羅
（
五
世
紀
前
葉
～
中
葉
）
と
若
干
の
時
期
差
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
背
景
に
は
活
発
な
地
域
間
交
流

だ
け
で
な
く
、
各
王
権
の
政
治
的
意
図
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
一
巻
四
号
二
〇
〇
八
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
三
一
六
年
の
西
晋
滅
亡
か
ら
、
四
三
九
年
北
魏
の
太
武
帝
に
よ
る
華
北
統
一
に
至
る
ま
で
の
時
期
を
中
国
史
で
は
五
胡
十
六
国
時
代
と
呼
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
の
中
原
の
混
乱
の
余
波
を
受
け
、
五
胡
十
六
国
の
強
国
だ
っ
た
三
燕
と
国
境
を
接
す
る
高
句
麗
は
も
ち
ろ
ん
、
百
済
、
新
羅
、
加
耶
、
そ
し

て
倭
が
古
代
国
家
形
成
へ
の
歩
み
を
加
速
化
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
時
期
に
騎
馬
文
化
が
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
、
海
を
越
え
て
日
本
列
島
に
ま
で

拡
散
し
た
こ
と
は
、
各
地
か
ら
出
土
し
た
馬
具
を
通
じ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
図
－
）
。
そ
れ
ら
が
一
連
の
系
統
に
あ
り
、
相
互
に
密
接
な

（623）1
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図ユ　本稿の対象とする地域

　
　
　
⑨

す
る
意
見
が
対
峙
す
る
。
両
者
の
見
解
差
は
新
羅
の
積
石
木
梛
墳
の
起
源
や
高
句
麗
南
征
に
対
す
る
評
価
、

定
の
差
と
い
っ
た
歴
史
観
の
違
い
に
起
因
す
る
部
分
も
多
い
が
、

な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
韓
の
古
墳
の
年
代
観
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
馬
具
の
年
代
的
研
究
の
課
題
は
、

陵
出
土
馬
具
を
め
ぐ
る
挙
挙
祐
輔
と
李
煕
溶
の
論
争
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
李
は
辛
煮
の
馬
具
編
年
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
な
が
ら
も
、

告
書
が
王
陵
比
定
の
前
提
と
し
た
寿
陵
制
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

関
係
を
も
っ
て
展
開
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
国
研
究
者
の
意
見
が
お
お
む
ね
一
致
す
る
と

　
　
　
　
②

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
考
古
資
料
か
ら
騎
馬
文
化
東
漸
の
歴
史
的
意
義
を
論
ず
る
に
は
、
未

だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
問
題
が
彼
我
の
地
域
か
ら
出
土
す
る
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

旦
ハ
に
対
す
る
年
代
観
の
差
で
あ
る
。
年
代
論
は
馬
具
だ
け
の
問
題
に
留
ま
る
も
の
で
は
決
し
て

な
い
が
、
年
代
決
定
資
料
の
乏
し
い
四
・
五
世
紀
の
策
北
ア
ジ
ア
各
地
の
暦
年
代
や
地
域
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

併
行
関
係
を
考
え
る
上
で
、
馬
具
が
注
目
さ
れ
て
き
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
、
北
酪
漿
素
弗
墓
（
西
官
営
子
一
号
墓
）
か
ら
出
土
し
た
～
対
の

あ
ぶ
み鐙
で
あ
る
。
穴
沢
味
光
・
馬
目
順
一
は
薦
素
弗
墓
と
よ
く
似
た
形
態
の
短
柄
鐙
が
、
倭
や
薪

羅
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
凋
素
弗
の
没
年
（
四
～
五
年
）
を
参
考
に
倭
や
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

羅
の
墨
柄
鐙
も
五
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
た
。
こ
の
年
代
観
は
古
墳
時
代
中
期
の
暦
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

定
点
の
一
つ
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
同
種
の
鐙
が
出
土
す
る
新
羅
の
積
石
木
榔
墳
や
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

句
麗
の
積
石
塚
に
対
す
る
日
本
人
研
究
者
の
年
代
観
の
拠
所
と
な
っ
た
。
韓
国
で
も
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
日
本
の
研
究
動
向
を
受
け
、
短
柄
鐙
と
長
柄
鐙
は
系
譜
の
差
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
意
見
と
、

古
式
（
短
柄
鐙
）
か
ら
新
式
（
長
柄
鐙
）
へ
と
い
う
変
遷
観
を
積
極
的
に
朝
鮮
半
島
南
部
に
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
州
皇
南
大
塚
南
墳
の
被
葬
者
比

　
　
　
　
　
　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
以
降
、
馬
具
が
三
国
時
代
の
年
代
論
に
お
い
て
も
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
安
太
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
王
陵
の
被
葬
者
を
報
告
書
や
桃
崎
の
比
定
よ
り
一
代
引
き
上
げ
、
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古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

そ
れ
に
よ
っ
て
皇
南
大
塚
南
墳
に
対
す
る
自
身
の
年
代
観
の
補
強
を
試
み
た
。
つ
ま
り
馬
具
の
相
対
編
年
は
一
致
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

両
者
の
暦
年
代
観
に
は
実
に
五
〇
年
の
差
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
馬
具
の
年
代
的
研
究
は
、
日
韓
両
地
域
の
暦
年
代
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、
定
点
と
な
る
中
国
東
北
地

方
の
馬
具
の
年
代
的
研
究
は
本
来
暦
年
代
論
に
先
立
つ
べ
き
相
対
編
年
に
対
す
る
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
、
点
と
し
て
の
紀
年
墓
出
土
馬
具
、

そ
れ
も
鐙
へ
過
度
に
依
存
し
た
議
論
に
留
ま
っ
て
い
る
。
桃
崎
と
李
の
見
解
の
相
違
は
、
直
接
的
に
は
太
華
華
の
被
葬
者
比
定
の
相
違
に
起
因

す
る
が
、
そ
も
そ
も
紀
年
墓
出
土
馬
具
を
は
じ
め
と
す
る
わ
ず
か
な
資
料
と
直
接
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
代
を
導
出
す
る
と
い
う
方
法
論

自
体
が
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
地
域
ご
と
に
紀
年
墓
出
土
馬
具
も
含
め
た
馬
具
全
体
の
相
対
編
年
を
確
立
し
、
相
対
編
年
間

の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
年
代
決
定
資
料
の
乏
し
い
地
域
の
馬
具
に
も
安
定
し
た

年
代
を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
ま
た
同
時
に
、
年
代
決
定
資
料
は
乏
し
い
も
の
の
、
相
対
編
年
が
安
定
し
た
日
本
や
韓
国
の
研
究

成
果
は
、
三
燕
や
高
句
麗
地
域
出
土
馬
具
を
検
討
す
る
際
に
も
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ
わ

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
年
代
論
に
お
い
て
鐙
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
轡
を
分
析
の
基
軸
に
据
え
、
鐙
な
ど
各
種
馬
具
と
の
共
伴
関
係

を
考
慮
し
な
が
ら
、
製
作
技
術
と
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
各
地
域
出
土
馬
具
の
相
対
編
年
と
そ
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
年
代
を
明
ら

か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、
三
態
地
域
と
高
句
麗
地
域
か
ら
出
土
し
た
馬
具
の
相
対
編
年
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、
紀
年
墓
出
土
馬
具
な
ど

か
ら
お
お
よ
そ
の
製
作
年
代
を
把
握
す
る
。
そ
の
上
で
、
両
地
域
出
土
馬
具
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
新
羅
地
域
出
土
馬
具
と
の

併
行
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
紀
年
墓
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
年
代
は
副
葬
年
代
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
の

馬
具
の
廃
棄
年
代
に
過
ぎ
な
い
と
の
批
判
は
免
れ
え
な
い
。
し
か
し
、
馬
具
の
製
作
趾
は
未
だ
明
ら
か
で
な
く
、
古
墳
と
山
城
か
ら
出
土
し
た

資
料
だ
け
で
議
論
を
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
い
以
上
、
相
対
編
年
を
組
ん
だ
上
で
、
高
い
精
度
で
副
葬
な
い
し
廃
棄
年
代
を
導
き
出
せ
る
馬
具
と

馬
具
の
関
係
か
ら
、
同
じ
段
階
の
馬
具
全
体
の
お
お
よ
そ
の
製
作
年
代
を
推
測
す
る
と
い
う
手
続
き
が
、
現
状
に
お
け
る
最
善
の
方
法
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
紀
年
墓
を
用
い
て
馬
具
の
製
作
年
代
を
推
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
番
問
題
と
な
る
の
は
製
作
か
ら
廃
棄
ま
で
を
ど
の
よ
う
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に
見
積
も
る
か
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
当
該
期
の
馬
具
に
修
理
や
磨
耗
の
痕
跡
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
山
城
出
土
馬
具
や
殉
葬
馬
装
着

馬
具
な
ど
の
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
馬
具
と
、
副
葬
馬
具
の
間
に
著
し
い
形
態
的
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も

当
該
期
に
お
い
て
製
作
技
術
や
機
能
が
大
き
く
変
化
（
発
達
）
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
馬
具
は
使
用
を
前
提
と

し
て
作
ら
れ
、
具
体
的
な
使
用
の
場
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
実
際
、
被
葬
者
が
生
前
に
使
用
し
た
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

特
に
追
葬
を
考
え
る
必
要
が
な
け
れ
ば
、
紀
年
墓
出
土
馬
具
の
製
作
年
代
は
被
葬
者
の
没
年
よ
り
先
行
す
る
。

①
本
稿
で
は
三
瀬
を
前
事
（
一
調
二
七
一
～
二
七
〇
）
、
後
難
（
三
八
四
～
四
〇
七
）
、

　
西
燕
（
三
八
五
一
三
九
四
）
、
南
燕
（
三
九
八
～
四
一
〇
）
、
北
燕
（
四
〇
七
～
四

　
三
六
）
の
う
ち
、
龍
城
（
遼
蟻
省
朝
陽
市
）
に
都
を
置
い
た
前
・
後
・
北
燕
の
総

　
称
と
し
て
用
い
る
門
田
立
坤
一
九
九
一
】
。

②
門
薫
高
～
九
九
五
】
、
【
桃
崎
一
九
九
九
】
、
門
柳
昌
換
二
〇
〇
四
】
な
ど
。

③
近
年
、
当
該
期
の
日
韓
両
地
域
の
供
行
関
係
と
暦
年
代
観
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム
が
相
次
い
で
開
か
れ
、
活
発
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
【
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
ほ
か
二
〇
〇
六
】
、
【
東
ア
ジ
ア
考
古
学
会
二
〇
〇
六
】
、
【
釜
山
大
学
校

　
博
物
館
ほ
か
二
〇
〇
七
】
。

④
馬
具
以
外
に
も
紀
年
銘
の
入
っ
た
銅
鏡
や
青
銅
製
容
器
、
そ
し
て
中
国
陶
磁
器

　
な
ど
が
年
代
決
定
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
資
料
数
が
少
な
い
上
に
、

　
分
布
に
偏
り
が
あ
り
、
そ
れ
自
体
か
ら
広
域
編
年
網
を
組
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
製
作
地
と
出
土
地
が
遠
く
離
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん

　
ど
で
、
製
作
か
ら
副
葬
ま
で
の
期
間
が
一
様
で
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ

　
れ
に
対
し
、
当
該
期
の
馬
具
は
そ
れ
自
体
に
比
較
的
精
度
の
高
い
年
代
決
定
資
料

　
（
紀
年
墓
出
土
資
料
な
ど
）
が
含
ま
れ
て
い
る
上
に
、
各
地
域
で
型
式
学
的
検
討

　
が
可
能
な
程
度
の
資
料
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
在
地
製
作
か
舶
載
品
か
は
別

　
と
し
て
、
同
じ
製
作
技
術
や
機
能
が
複
数
の
地
域
で
一
定
数
確
認
さ
れ
る
点
も
利

　
点
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
の
変
化
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
自
立

　
性
の
高
い
広
域
編
年
網
の
構
築
が
可
能
と
な
り
、
当
該
期
の
各
地
域
の
年
代
観
を

　
整
理
す
る
上
で
も
重
要
な
指
標
と
な
る
。

⑤
【
穴
沢
・
馬
目
一
九
七
三
】
。

⑥
【
白
石
一
九
八
五
】
な
ど
。

⑦
【
藤
井
一
九
七
九
】
、
【
小
田
一
九
七
九
】
。

⑧
【
径
乗
鉱
一
九
八
三
・
九
二
】
、
【
李
熈
溶
一
九
九
五
】
。

⑨
小
野
山
の
設
定
し
た
新
古
二
形
式
を
朝
鮮
半
島
南
部
に
適
用
し
た
申
敬
撤
は
、

　
両
形
式
の
聞
に
連
続
的
な
変
化
を
想
定
し
た
が
【
薫
製
激
～
九
八
五
】
、
小
野
山

　
自
身
は
日
本
か
ら
出
土
す
る
新
古
二
形
式
の
輪
鐙
に
つ
い
て
「
時
代
的
変
化
ば
か

　
り
で
は
な
く
て
、
馬
具
の
製
作
地
の
違
い
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

　
る
扁
と
慎
重
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
【
小
野
山
一
九
六
六
、
五
頁
】
。

⑩
【
桃
崎
二
〇
〇
五
】
、
【
李
煕
溶
二
〇
〇
六
】
。
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古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

第
一
章
　
朝
鮮
半
島
南
部
に
お
け
る
轡
と
鐙
の
変
遷

　
本
章
で
は
主
な
分
析
対
象
と
な
る
轡
と
鐙
に
つ
い
て
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
お
け
る
変
遷
を
整
理
す
る
。
朝
鮮
半
島
南
部
は
東
北
ア
ジ
ア
の
中

で
も
四
・
五
世
紀
代
の
馬
具
が
最
も
豊
富
で
、
か
つ
相
対
編
年
に
対
す
る
各
研
究
者
の
理
解
が
比
較
的
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
馬
具
に

強
い
影
響
を
与
え
た
三
二
・
高
句
麗
地
域
出
土
馬
具
の
変
化
を
推
測
す
る
上
で
も
、
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
　
轡
の
諸
属
性
と
変
遷

　
轡
は
馬
を
制
御
す
る
重
要
な
装
具
で
あ
る
（
図
2
左
）
。
そ
の
重
要
性
か
ら
他
の
馬
具
に
比
べ
て
出
現
時
期
が
格
段
に
古
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
み

で
、
全
て
の
轡
が
共
通
し
て
備
え
る
街
の
製
作
技
法
に
注
目
し
、
そ
の
違
い
が
時
期
差
や
系
統
差
の
重
要
な
指
標
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
き
た
。
具
体
的
に
は
轡
を
構
成
す
る
部
品
や
属
性
を
連
結
方
法
と
し
て
捉
え
、
各
属
性
の
総
体
と
し
て
轡
を
理
解
す
る
立
場
か
ら
朝
鮮
半
島

南
部
出
土
の
鉄
製
轡
に
つ
い
て
属
性
分
析
を
お
こ
な
い
、
原
三
国
時
代
（
紀
元
前
～
世
紀
頃
～
紀
元
一
二
世
紀
頃
）
の
轡
を
一
～
E
の
二
段
階
に
、

そ
し
て
三
国
時
代
（
紀
元
四
世
紀
頃
～
六
七
六
年
）
の
中
で
も
馬
具
が
最
も
盛
行
す
る
時
期
に
あ
た
る
四
・
五
世
紀
代
の
轡
を
一
～
璽
の
三
段
階

に
区
分
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
轡
を
構
成
す
る
主
な
属
性
の
変
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
（
図
3
）
。

　
　
　
は
み

　
街
　
衛
は
馬
の
口
内
の
歯
槽
蟻
蚕
に
は
ま
せ
て
、
騎
乗
者
の
意
図
を
馬
に
伝
え
る
轡
の
中
で
も
最
も
重
要
な
部
品
で
あ
る
。
鍛
鉄
製
街
の
製

作
技
法
は
多
様
で
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
お
い
て
は
基
本
的
に
盤
質
成
形
に
鍛
接
技
術
を
用
い
な
い
も
の
か
ら
用
い
る
も
の
へ
と
い
う
変

遷
が
確
認
さ
れ
る
。
朝
鮮
半
島
南
部
で
最
初
に
登
場
す
る
技
法
は
、
鍛
接
技
術
を
用
い
ず
に
環
状
ま
た
は
S
字
状
の
鉄
棒
を
振
っ
て
両
側
に
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

部
を
成
形
す
る
多
條
（
二
女
な
い
し
三
條
）
振
り
技
法
で
、
原
三
国
時
代
か
ら
三
国
時
代
－
段
階
に
か
け
て
主
流
を
な
す
。
一
本
の
鉄
棒
の
両
端

に
環
部
を
成
形
す
る
無
振
り
技
法
b
類
と
一
條
換
り
技
法
b
類
は
、
三
国
時
代
H
段
階
以
降
に
出
現
し
、
以
後
主
流
と
な
る
技
法
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
技
法
で
つ
く
ら
れ
た
街
に
は
、
聖
意
成
形
に
鍛
接
技
術
を
用
い
る
も
の
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
全
て
が
環
部
を
鍛
接
し
て
い
る
わ
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懸垂中

研
部
詐
　
・
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引手内乱 鯉
ご

　
　
二
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馳
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図2　轡と鐙の部分名称

け
で
は
な
い
。
S
字
状
に
曲
げ
た
鉄
棒
を
丁
寧
に
鍛
接
し
た
無
振
り
技
法
a
類
は
紀
元
前
後
の
中
国

北
方
で
広
く
流
行
し
た
技
法
で
、
患
部
成
形
に
鍛
接
技
術
を
用
い
る
点
で
、
同
時
期
の
朝
鮮
半
島
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

部
で
流
行
し
た
多
條
振
り
技
法
と
区
別
さ
れ
る
。
～
壷
振
り
技
法
a
類
は
類
例
が
少
な
く
位
置
付
け

が
難
し
い
が
、
原
三
国
時
代
－
段
階
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
多
條
振
り
技
法
と
同
じ
く
環
部
成
形
に
鍛

接
技
術
を
用
い
な
い
。

　
　
　
　
は
み
ど
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
み
い
た
　
　
ひ
よ
う

　
停
留
　
衛
留
は
馬
の
口
内
か
ら
衛
の
脱
落
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
鏡
板
や
錬
な
ど
の
総
称

　
　
⑤
と
う
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
ぎ
き

で
あ
る
。
頭
絡
と
の
連
結
方
式
の
違
い
か
ら
二
強
暴
と
立
聞
式
に
区
分
さ
れ
る
。
朝
鮮
半
島
南
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

お
い
て
は
、
前
者
は
原
三
圏
時
代
、
後
者
は
三
国
時
代
の
轡
の
指
標
と
な
る
。
二
孔
式
は
錬
の
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ば
ん

あ
る
の
に
対
し
、
立
聞
式
は
錬
、
鏡
板
、
環
板
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
錬
轡
は
構
造
か
ら
二
孔
式

と
立
聞
式
に
、
材
質
か
ら
金
属
製
と
有
機
物
製
に
大
別
さ
れ
る
。
鏡
板
轡
や
環
板
轡
は
街
留
金
具
の

違
い
か
ら
A
類
（
横
方
向
ま
た
は
X
字
形
街
留
金
具
）
と
B
類
（
縦
方
向
街
留
金
具
）
、
C
類
（
無
街
留
金

具
）
に
大
別
さ
れ
る
。
A
類
は
三
国
時
代
工
段
階
に
出
現
し
、
B
類
は
三
国
時
代
∬
段
階
（
環
板

轡
）
か
ら
三
国
時
代
皿
段
階
（
鏡
板
轡
）
に
か
け
て
出
現
す
る
。
C
類
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
本
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稿
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

　
　
　
　
ひ
っ
て

　
引
手
　
引
手
は
街
に
取
り
付
け
、
手
綱
と
連
結
す
る
た
め
の
部
品
で
あ
る
。
衝
に
比
し
て
必
ず
し
も
必
要
な
部
品
で
は
な
い
。
形
態
か
ら
二

黒
線
引
手
、
多
下
振
り
引
手
、
一
條
線
引
手
に
大
別
さ
れ
る
。
二
雪
線
引
手
は
中
国
東
北
地
方
で
は
紀
元
前
後
に
は
出
現
す
る
。
多
條
振
り
引

手
は
原
三
国
時
代
H
段
階
に
も
例
外
的
に
認
め
ら
れ
、
三
国
時
代
－
段
階
に
盛
行
す
る
。
　
條
線
引
手
は
三
国
時
代
H
段
階
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

　
連
結
方
法
　
衛
と
引
手
の
連
結
方
法
で
あ
る
。
直
接
連
結
す
る
も
の
、
遊
環
を
介
す
も
の
、
街
並
環
に
固
定
式
金
環
（
二
重
外
居
）
を
取
り

付
け
る
も
の
が
あ
る
。
遊
環
や
固
定
式
遊
環
は
三
国
時
代
皿
段
階
以
降
に
出
現
す
る
。
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2
　
鐙
の
諸
型
式
と
変
遷

　
鐙
は
馬
に
乗
る
際
の
足
…
掛
け
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
騎
乗
時
に
お
け
る
身
体
の
安
定
を
得
る
た
め
の
装
具
で
あ
る
（
図
2
右
）
。

騎
乗
に
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
た
め
か
、
轡
に
比
べ
て
出
現
が
か
な
り
遅
れ
る
。
出
現
時
期
に
つ
い
て
は
様
々
な
説
が
あ
る
が
、
「
永
寧
二

年
目
三
〇
二
）
」
傳
を
出
土
し
た
長
沙
金
盆
嶺
二
一
号
墓
の
騎
人
桶
に
み
ら
れ
る
片
鐙
表
現
か
ら
、
三
世
紀
後
半
頃
、
騎
乗
の
苦
手
な
漢
人
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

っ
て
発
明
さ
れ
た
と
い
う
説
が
現
在
の
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
世
界
最
古
の
実
物
資
料
は
中
国
東
北
地
方
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
四
・
五
世

紀
に
は
木
心
を
金
属
板
で
補
強
し
た
木
心
金
属
板
張
輪
鐙
が
東
北
ア
ジ
ア
全
域
に
普
及
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
柳
昌
換
は
小
野
山
節
や
千
賀
久
ら
に
よ
る
日
本
の
鐙
研
究
の
成
果
を
土
台
に
、
朝
鮮
半
島
南
部
出
土
木
馬
鉄
板
張
輪
鐙
に
対
し
て
詳
細
な
属

性
分
析
を
お
こ
な
い
、
踏
込
部
の
側
面
幅
（
1
式
“
陰
部
と
幅
が
同
じ
も
の
、
∬
式
”
柄
部
に
比
べ
て
幅
広
の
も
の
）
と
、
柄
部
の
平
面
形
態
（
A
式

　
太
く
短
い
も
の
、
B
式
一
細
く
長
い
も
の
）
、
そ
し
て
外
装
鉄
板
の
形
態
と
構
造
の
組
合
せ
か
ら
諸
型
式
を
設
定
し
、
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し

⑨た
。
白
井
克
也
は
柳
の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
土
器
編
年
と
の
対
応
関
係
か
ら
工
A
式
↓
工
B
式
↓
王
B
・
n
B
式
↓
I
B
式
の
順
に
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

遷
す
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
は
日
本
列
島
出
土
鐙
と
の
併
行
関
係
を
設
定
し
た
。

　
白
井
は
王
A
式
と
工
B
式
が
共
凄
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
I
A
式
単
純
期
か
ら
王
B
式
単
純
期
へ
変
遷
す
る
と
し
た
が
、
早
く
か
ら
王
A
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
工
B
式
を
系
譜
差
と
し
た
握
乗
鉱
を
は
じ
め
、
両
者
の
関
係
を
連
続
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
批
判
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
た
と

え
両
者
の
系
譜
が
異
な
る
と
し
て
も
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
お
い
て
は
相
対
編
年
上
、
工
A
式
の
出
現
が
先
行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
I
A
式
と
工

B
式
の
一
部
の
細
別
型
式
問
に
型
式
学
的
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
一
方
で
両
者
の
併
行
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
他
に
、
素
馨
禎
が
滑
止
用
の
踏
込
鋲
の
有
無
を
大
別
基
準
と
す
る
な
ど
、
形
態
よ
り
も
機
能
や
製
作
技
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
重
視
し
た
分
類
を
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
本
稿
で
は
、
柳
の
大
別
型
式
に
踏
込
鋲
の
有
無
を
加
え
て
I
A
式
（
無
鋲
）

と
い
う
よ
う
に
表
記
す
る
。
な
お
、
轡
編
年
と
鐙
編
年
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
三
国
時
代
－
段
階
が
I
A
式
鐙
出
現
以
前
に
、
三
国
時
代
∬
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古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

段
階
が
王
A
式
鐙
、
三
国
時
代
皿
段
階
が
I
B
式
鐙
出
現
以
降
に
お
お
む
ね
対
応
す
る
。
壼
鐙
や
鉄
製
輪
帯
は
、
蕩
心
金
属
板
張
輪
郭
よ
り
は

出
現
が
遅
れ
、
三
国
時
代
皿
段
階
以
降
に
出
現
す
る
。

　
最
後
に
轡
と
鐙
の
各
種
属
性
の
う
ち
、
ど
の
属
性
が
広
域
編
年
の
指
標
と
な
り
う
る
の
か
に
つ
い
て
見
通
し
を
立
て
て
お
き
た
い
。
先
行
概

究
に
お
い
て
は
形
態
や
装
飾
の
類
似
、
文
様
の
変
化
な
ど
を
併
行
関
係
や
前
後
関
係
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
研
究
者
の
主
観
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

左
右
さ
れ
や
す
く
、
広
域
編
年
の
指
標
と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
各
地
域
に
お
け
る
製
作
技
術
や
機
能
の
変
化
に
注
目
す

る
。
ま
ず
轡
に
つ
い
て
は
、
鍛
接
技
術
の
発
達
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
街
製
作
技
法
が
、
各
地
域
の
轡
の
併
行
関
係
を
考
え

る
上
で
第
一
の
指
標
と
な
ろ
う
。
こ
の
他
に
各
地
域
で
認
め
ら
れ
る
鏡
板
轡
A
類
も
、
各
地
域
の
併
行
関
係
を
把
握
す
る
鍵
と
な
る
。
ま
た
鍮

轡
に
お
け
る
二
得
心
と
立
聞
式
と
い
う
差
も
、
鏡
板
轡
出
現
以
前
の
大
き
な
前
後
関
係
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。
鐙
に
つ
い
て
は
形
態
よ
り
も

機
能
の
発
達
と
密
接
な
関
連
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
踏
込
鋲
の
有
無
が
、
各
地
域
の
鐙
の
併
行
関
係
を
把
握
す
る
指
標
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
、
次
章
か
ら
は
各
地
域
の
馬
具
を
整
理
し
て
い
く
。

①
　
門
諌
早
二
〇
〇
五
a
・
b
】
。

②
【
金
斗
壮
門
九
九
三
】
。

③
二
條
換
り
技
法
と
三
号
振
り
技
法
は
外
見
上
の
識
別
が
難
し
く
、
実
見
し
て
い

　
な
い
資
料
の
判
断
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
た
だ
し
、
両
技
法
は
振
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
環
部
を
成
形
す
る
点
で
製
作
原
理
が
共
通
し
、
両
技
法
の
出
現
時
期
や
地
域
に

　
も
有
意
な
差
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
細
分
不
可
能
な
も
の
を
含
め
て
少
な
く

　
と
も
複
数
の
鉄
棒
を
振
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
多
條
振
り
技
法
と
総
称
す
る
。

④
【
諌
早
二
〇
〇
七
】
。
朝
鮮
半
島
南
部
の
忠
州
金
陵
洞
七
八
一
一
号
墓
や
清
州

　
鳳
鳴
洞
C
…
三
一
単
磁
か
ら
も
無
振
り
技
法
a
類
の
街
を
も
つ
轡
が
出
土
し
て
い

　
る
が
、
あ
く
ま
で
例
外
的
な
存
在
に
留
ま
る
。

⑤
【
金
斗
詰
二
〇
〇
〇
】
。
日
本
に
お
け
る
広
義
の
「
鏡
板
」
と
同
義
で
あ
る
。

⑥
【
諌
早
二
〇
〇
七
】
。

⑦
【
樋
口
一
九
七
二
】
。

⑧
【
小
野
山
一
九
六
六
】
、
門
千
賀
一
九
八
八
】
な
ど
。

⑨
　
　
【
柳
昌
換
一
九
九
五
】
。

⑩
【
白
井
二
〇
〇
三
】
。

⑪
【
崔
乗
鉱
一
九
八
三
・
九
二
】
、
門
李
煕
溶
～
九
九
五
】
。

⑫
【
張
允
禎
二
〇
〇
二
。

⑬
【
諌
早
二
〇
〇
五
a
】
。

⑭
共
伴
遺
物
な
ど
に
よ
る
検
証
が
可
能
な
地
域
編
年
に
お
い
て
は
そ
の
限
り
で
は

　
な
い
。
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第
二
章
　
三
燕
地
域
出
土
馬
具
の
製
作
年
代

ユ0（632）

　
三
下
地
域
出
土
馬
具
は
遼
寧
省
朝
陽
を
中
心
と
し
た
大
平
河
流
域
の
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
遠
隔
地
で
は
あ
る
が
、
前
燕
墓
と
考
え

ら
れ
て
い
る
河
南
省
安
陽
孝
民
屯
墓
群
出
土
馬
具
を
合
わ
せ
て
検
討
を
お
こ
な
う
。

1
　
轡
の
製
作
技
術

　
衙
　
三
管
地
域
か
ら
出
土
し
た
轡
は
一
六
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
街
の
製
作
技
法
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料
は
七
点
に
過
ぎ
な
い

（
表
－
）
。
全
て
鉄
製
二
連
式
で
あ
る
。
製
作
技
法
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
北
票
嘲
蠣
洞
H
M
一
〇
一
号
墓
例
（
図
4
…
5
）
は
二
條
振
り
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
嘲
臓
洞
I
M
一
〇
号
墓
例
は
二
二
振
り
技
法
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
嘲
嚇
洞
H
M
一
九
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

墓
例
は
写
真
か
ら
三
不
道
り
技
法
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
他
に
軍
票
北
溝
M
八
号
墓
の
二
点
の
轡
（
図
4
1
6
・
7
）
と
朝
陽
三
合
成
墓
例

（
図
4
1
3
）
は
図
面
の
表
現
か
ら
多
主
膳
り
技
法
で
街
を
製
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
陽
王
子
夕
山
M
九
〇
〇
一
号
墓
例
（
図
4
－

9
）
は
細
か
い
條
線
で
振
り
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
一
條
振
り
技
法
b
類
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
判
断
が
難
し
い
。

こ
の
他
に
も
隅
素
尊
母
例
の
街
は
鍛
鉄
製
で
縄
を
撚
っ
た
よ
う
な
痕
跡
を
も
つ
と
報
告
さ
れ
、
北
票
難
壁
讐
墓
例
も
花
谷
に
よ
れ
ば
鉄
棒
を
撚

っ
た
痕
跡
を
と
ど
め
る
と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
製
作
技
法
は
不
明
で
あ
る
。

　
街
留
　
街
留
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料
は
一
四
点
で
い
ず
れ
も
立
聞
式
で
あ
る
。
鏡
板
轡
が
最
も
多
く
＝
点
を
数
え
る
。
鏡
板
の
材
質

は
多
様
で
あ
る
が
、
全
て
A
類
で
あ
る
。
形
態
は
基
本
的
に
楕
円
形
で
、
三
葉
形
も
あ
る
。
骨
無
轡
は
北
溝
M
八
号
墓
か
ら
A
類
が
一
点
の
み

出
土
し
て
い
る
。
錬
士
は
金
属
製
鑛
轡
と
有
機
物
製
錬
轡
が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
い
る
。
倉
糧
讐
墓
か
ら
は
立
聞
孔
を
二
つ
備
え
る
青
銅
製
の

立
聞
用
金
具
が
出
土
し
て
い
て
、
花
谷
に
よ
れ
ば
脚
部
に
は
鹿
角
と
お
ぼ
し
き
有
機
質
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
嘲
嚥
洞
H
M
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

〇
一
号
墓
例
の
街
外
環
に
銃
着
し
た
棒
状
鉄
製
品
は
「
S
字
形
枝
状
鏡
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
異
論
も
あ
る
。



古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

　　　　　　　　　　　　　　　　表1　三　燕　の　轡

街　　留
地名 古墳　名 街

種類 型式 材質
引　手 遊環

北票 嘲瞬洞πM101号墓 二條振り ？ ？ ？
一 一

二票 蘭嘱洞工M10号墓 二條振り？ 鏡板 A類（円） 鉄 二二b！類 ×

青票 陳臆洞HM196号墓 三條振り？ 鏡板 A類（円） 鉄
一 一

北溝M8号墓① 多條擬り 鏡板 A類（円） 鉄 二宮b2類？ ×

北票
北溝M8号墓② 多條振り 表板 A類（X） 鉄

一 一

朝陽 三合成墓 多條振り 鏡板 A類（円） 鉄工金銅
一 一

朝陽 王子墳山M900爵号墓 一條振り？ 鏡板 A類（円） 鉄 二條a類 X

北票 倉糧讐墓 振り？ 錬 立聞式 鹿角
一 一

型票 薦素弗墓 振り？ … 一 一 一 一

安陽 孝民屯ユ54号墓 一
鏡板 A類（円） 金銅 二條。類 ×

朝陽 嚢台子壁画墓 一
鏡板 A類（円） 金銅 二條b2類 X

朝陽 十二台郷碑廠88Mユ号墓
一

鏡板 A類（三） 金銅 二條b2類 X

北票 剛戯洞KM202号墓 一
鏡板 A類（三） 金銅

一 一

罪票 劇臓洞HM16号墓 一 鏡板 A類（円） 鉄聾金銅 二巴b2類 ×

鄭重 西郷村採集品 一
鏡板 A類（円） 鉄地金銅

一 一

北票 剛臆洞ユ988年出土品 一 錬 立聞式 金銅
一 一

［凡例1

・無いものを×、不確実なものを？、検討不能なものを一で示した。
・街　振り：振り技法（細分不能）。

・衝留　円：楕円形、三：三葉形、X：X字形街留金具。
・引手は全て「線引手」を省略した。

　
引
手
　
引
手
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料
は

七
点
で
、
全
て
二
條
線
引
手
で
あ
る
。

　
連
結
方
法
　
連
結
方
法
を
検
討
で
き
る
資
料

は
七
点
で
、
ど
れ
も
単
三
を
介
さ
ず
に
街
外
環

と
引
手
一
環
を
直
接
連
結
す
る
。

　
小
結
　
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
轡
に
一

点
も
二
孔
式
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
製
作
年
代
が
漢
代
に
ま
で
遡
り
え
な
い
こ

と
を
示
す
。
街
は
不
確
定
資
料
を
除
き
、
全
て

多
條
振
り
技
法
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
横
方
向
一

一
、
二
條
線
引
手
の
採
用
や
、
一
環
を
介
さ
ず

に
街
と
引
手
を
直
接
連
結
す
る
と
い
っ
た
多
く

の
属
性
を
共
有
す
る
。
も
ち
ろ
ん
街
留
の
種
類
、

材
質
に
は
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら

を
超
え
た
共
通
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
共
通
性
は
朝
鮮
半
島
南

部
三
国
時
代
二
段
階
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

厳
密
で
は
な
い
も
の
の
三
才
地
域
出
土
轡
と
三

国
時
代
－
段
階
の
轡
の
製
作
年
代
が
一
部
併
行
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す
る
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

相
対
編
年
と
製
作
年
代

12　（634）

　
本
節
で
は
、
三
燕
地
域
出
土
馬
具
の
相
対
編
年
を
設
定
し
、
紀
年
墓
出
土
馬
具
を
も
と
に
お
お
よ
そ
の
年
代
を
付
与
す
る
。

　
ま
ず
、
被
葬
者
が
四
一
五
年
に
没
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
凋
素
窯
出
か
ら
は
、
轡
と
木
叩
金
銅
板
張
此
世
（
図
5
1
1
3
）
、
そ
し
て
馬
甲
と
考

え
ら
れ
る
小
札
類
が
出
土
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
鐙
以
外
の
詳
し
い
情
報
は
不
明
で
あ
る
。
当
該
期
に
お
け
る
副
葬
年
代
が
確
か
な
唯
一
の

馬
旦
ハ
と
し
て
、
濡
素
弗
墓
の
鐙
は
今
な
お
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
三
燕
地
域
の
他
の
鐙
は
基
本
的
に
I
B
式
（
無
粋
）
鐙
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

凋
素
弗
墓
の
工
A
式
（
無
鋲
）
鐙
は
孤
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
薦
素
弗
墓
出
土
馬
具
が
確
実
に
北

燕
代
と
位
置
付
け
ら
れ
る
唯
｝
の
資
料
で
あ
る
こ
と
、
同
型
式
の
鐙
は
三
韓
地
域
で
は
未
だ
類
例
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　
次
に
副
葬
年
代
を
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
孝
民
屯
一
五
四
号
墓
と
嚢
台
子
壁
画
墓
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
孝
民
望
一
五
四
号
墓
は
、

穴
沢
昧
光
や
差
立
坤
に
よ
っ
て
前
燕
の
慕
容
儒
が
三
差
の
首
都
蒸
籠
を
陥
落
さ
せ
た
三
五
二
年
目
な
い
し
郷
城
に
遷
都
し
た
三
五
七
年
以
降
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
く
ら
れ
た
前
購
書
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
三
七
〇
年
の
前
生
滅
亡
を
下
限
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
ま
た
、
衰
台
子
壁
画
墓
は
報
告
者

に
よ
っ
て
四
世
紀
初
か
ら
四
世
紀
中
葉
の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
以
来
、
様
々
な
年
代
層
が
出
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
田
に
よ
っ
て
壁
画
に
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

書
さ
れ
た
紀
年
の
検
討
が
な
さ
れ
、
三
五
四
年
の
可
能
性
が
最
も
高
く
、
三
六
六
年
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
と
い
う
。
両
墓
か
ら
は
鏡
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

轡
A
類
（
図
4
1
1
・
2
）
の
ほ
か
に
、
I
B
式
（
無
鋲
）
鐙
（
図
5
1
8
）
、
硬
式
鞍
、
圭
形
杏
葉
（
図
5
－
4
）
、
鈴
金
具
（
図
5
－
－
・
2
）
な

ど
の
各
種
馬
具
が
出
土
し
て
お
り
、
三
燕
地
域
に
は
こ
れ
ら
と
共
通
し
た
組
合
せ
を
も
つ
馬
具
出
土
古
墳
が
数
多
く
存
在
す
る
（
表
2
）
。
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

墓
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
も
の
の
、
歩
揺
付
逆
半
球
形
飾
金
具
（
図
5
1
7
）
も
そ
の
組
合
せ
に
加
え
ら
れ
る
。
両
墓
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら

の
各
種
装
飾
馬
具
が
少
な
く
と
も
三
五
〇
年
代
に
は
製
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
鐙
型
式
や
そ
の
組
合
せ
か
ら
薦

素
弗
墓
出
土
馬
具
と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
、
北
燕
代
以
前
の
典
型
的
な
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
と
評
価
で
き
よ
う
。



古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）
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図4　三燕の轡（S・1／4，6・7除く）

　1：衷台子壁画墓　2：孝民屯154号墓　3　三合成墓　4：十二台郷穗廠88Mユ号墓　5’

　騨傭洞HMIO1号墓　6：北溝M8号墓①　7：北溝M8号墓②　8：西溝村採集品　9：王

　子墳山M9001号墓

　
と
こ
ろ
で
、
様
々
な

墓
か
ら
出
土
す
る
こ
れ

ら
の
各
種
馬
具
の
間
に

は
、
一
定
の
規
格
性
が

認
め
ら
れ
る
。
特
に
圭

形
杏
葉
は
全
長
や
外
形

線
が
近
似
し
、
製
作
時

に
お
け
る
型
の
存
在
が

　
　
　
　
⑩

想
定
さ
れ
る
（
図
6
）
。

朝
陽
か
ら
八
○
○
㎞
近

く
離
れ
た
孝
民
屯
一
五

四
号
墓
例
さ
え
も
外
形

線
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ

と
は
単
な
る
偶
然
と
は

考
え
が
た
い
。
ま
た
、

歩
揺
付
知
金
具
も
逆
半

球
形
台
座
に
筒
金
を
備

え
、
心
葉
形
歩
揺
を
一

枚
取
り
付
け
る
と
い
う

13　（635）
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図5　三燕の各種馬具　（1～7・9・12：S・1／4、8・10・11・13：S・1／8、14：S・1／10）

　ユ・4・8・10：孝民屯154号墓　2・9：衷台子壁画墓　3・5・6・7・11：十：二台郷僻廠88M1号墓　12

　嘲囁洞1988年出土品　13：漏素弗墓　14：剛噺洞IM101号墓

形
態
的
共
通
性
を
も
つ
。

一
方
で
、
杏
葉
や
歩
揺
は

文
様
の
有
無
に
よ
っ
て
区

別
さ
れ
る
。
鐙
も
一
B
式

（
無
尽
）
鐙
と
い
う
点
で
、

基
本
形
状
は
共
通
す
る
が
、

材
質
は
非
常
に
多
様
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
杏
葉
や

歩
揺
付
飾
金
具
、
鐙
は
、

轡
と
同
じ
く
、
一
定
の
規

格
性
を
も
ち
な
が
ら
も
、

材
質
や
文
様
に
差
異
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
傾
向
は
硬
式
鞍

を
み
る
と
一
層
明
瞭
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
。
内
山
敏
行
の
分
類
案

を
参
考
に
鞍
橋
の
各
属
性

に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る

と
、
各
部
分
の
形
状
や
材

14　（636）



古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

表2　三門の馬装具

街　　留
鐙 鞍橋 杏葉 鈴金具 飾金具古墳　名

種類 形態 材質
街

孝民屯154号墓 鏡板 楕円形 金銅 一
金銅（無） 皿山 壼 ○ ×

震台子壁画墓 鏡板 楕円形 金銅 一
木革（無） 田式 圭 ○ ×

十二台郷三園

W8M1号墓
鏡板 三葉形 金銅 『

金銅（無） 丑・皿ｮ 圭・心 ○ ○

嘲臓洞HM202号墓 鏡板 三葉形 金銅 一
× 皿式 圭 × ○

三合成墓 鏡板 楕円形 鉄金 多日 木金（無） ？ 圭 × ○

西溝村採集品 鏡板 楕円形 鉄金 一
× H式 壷 ○ ×

北溝M8号墓① 鏡板 楕円形 鉄 多條
木金（無） 紐式 圭 × ○

北溝M8号墓② 環板 X字形 鉄 多言

蘭嚇洞HM266号墓 × X X × 木金（無） 1式 × × ○

［凡例］

・○×は有無を示し、一は検討不能、？は不確実なことを示す。

・庭訓　鉄金：蔭地金銅張。

・街　多條：多條換り技法。

・鐙（全てIB式）　金銅：金銅製輪鐙、木革：木心革張輪鐙、木金：木心金銅張輪鐙。

・鞍橋の各型式は表3参照。

・沓葉　壼：圭形杏葉、心：心葉形杏葉。

・飾金具は全て逆単球形飾金具。

質
、
透
彫
の
有
無
な
ど
に
多
様
な
差
異
を
内
包
し
な
が
ら
も
、
各

型
式
が
そ
れ
ぞ
れ
属
性
の
一
部
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
（
表
3
網
掛
け
部
分
）
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
装

飾
馬
具
セ
ッ
ト
は
比
較
的
近
接
し
た
時
間
の
中
で
、
か
つ
一
定
の

規
範
の
も
と
に
製
作
さ
れ
た
～
つ
の
馬
具
様
式
と
し
て
把
握
可
能

で
あ
り
、
挑
崎
の
想
定
す
る
よ
う
に
宮
廷
付
属
工
房
の
よ
う
な
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

所
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、
形
態
や
材
質
に

認
め
ら
れ
る
差
異
は
、
基
本
的
に
時
期
差
よ
り
は
階
層
性
な
ど
を

反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
の
上
限
年
代
は
い
つ
頃
に

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
薫
高
は
北
溝
M
八
号
墓
出
土
馬
具

に
つ
い
て
透
彫
な
ど
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
古
式
と
判
断
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

前
燕
建
国
以
前
に
位
置
付
け
た
。
し
か
し
馬
具
以
外
の
情
報
が
不

明
で
、
透
彫
の
有
無
を
新
古
の
基
準
と
で
き
る
の
か
検
証
が
困
難

で
あ
る
。
同
じ
く
前
転
建
国
以
前
に
遡
る
と
さ
れ
る
嘲
建
仁
墓
群

は
、
四
〇
〇
基
以
上
が
調
査
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
部
の
断

片
的
な
紹
介
に
留
ま
り
、
全
貌
が
つ
か
み
が
た
い
。
北
溝
M
八
号

墓
や
尊
詠
洞
H
M
二
〇
二
・
豆
M
二
六
六
号
墓
か
ら
は
、
下
形
杏

葉
や
歩
揺
一
二
半
球
形
飾
金
具
が
出
土
し
て
お
り
、
孝
民
屯
一
五

15　（637）



一孝民屯154号墓
一一一 ｣台子壁画墓
……・・ O合成墓
一十二台郷縛廠88M1号逐
一西溝村採集品

V　o．＝，，．，，＝，，，，

図6　圭形杏葉の規格性（S＝1／4）

四
年
に
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
石
州
酸
塊
墓
か
ら
は
、

に
認
め
ら
れ
ず
、
墓
誌
を
虚
業
の
風
習
と
考
え
れ
ば
、

李
講
座
か
ら
は
鮮
卑
土
器
の
流
れ
を
汲
む
暗
文
が
施
文
さ
れ
た
長
頸
壷
が
出
土
す
る
な
ど
、

揺
冠
を
副
葬
し
、
前
上
建
国
以
前
の
鮮
卑
慕
容
部
の
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
北
票
房
身
墓
詣
や
朝
陽
田
草
溝
前
墓
な
ど
で
も
馬
具
は
出
土
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
鮮
卑
面
容
部
に
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
を
副
葬
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
確
実
な
資
料
か
ら
議
論

を
展
開
さ
せ
る
な
ら
、
鏡
板
轡
を
は
じ
め
と
す
る
装
飾
馬
具
の
成
立
年
代
は
、
心
音
墓
と
、
孝
恩
屯
一
五
四
号
墓
や
蓑
台
子
壁
画
墓
の
間
に
求

め
ら
れ
よ
う
。
よ
っ
て
上
限
年
代
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
四
世
紀
中
葉
（
第
2
四
半
期
）
と
考
え
る
こ
と
と
し
、
今
後
の
資
料
増
加
に
期
待

し
た
い
。

　
次
に
こ
れ
ら
の
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
の
下
限
は
い
つ
頃
に
設
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
桃
崎
は
三
燕
馬
具
の
下
限
に
つ
い
て
、
四
三
六
年
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

燕
滅
亡
頃
と
把
握
し
、
日
韓
の
資
料
と
の
比
較
か
ら
三
智
馬
具
の
一
部
を
五
世
紀
代
以
降
に
位
置
付
け
る
。
例
え
ば
再
三
洞
H
M
一
〇
一
号
墓

四
号
墓
と
近
接
し
た
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
嘲
嚇
洞
村
一
九
八
八
年
出
土
の
菊
形
台
座
の
歩
揺
付

飾
金
具
（
図
5
1
1
2
）
は
三
燕
地
域
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
出
土
せ
ず
、
次
章
で
検
討
す
る
高
句
麗
地
域
か
ら

の
移
入
品
、
な
い
し
は
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。
本
例
の
よ
う
な
筒
金
を
備
え
る
菊
形

飾
金
具
は
、
高
句
麗
地
域
で
は
四
世
紀
後
葉
以
降
に
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
桃
崎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
嘲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

嚇
洞
墓
群
の
中
に
は
前
著
滅
亡
後
に
造
営
さ
れ
た
墓
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
劇
癖
洞
墓
誌
自
体

の
造
営
開
始
が
前
置
建
国
以
前
に
遡
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
現
在
ま
で
公
開
さ
れ
た
劇
嚇
洞
墓
群
出

土
馬
具
の
中
に
孝
野
合
一
五
四
号
墓
例
や
衰
台
子
壁
画
比
例
よ
り
も
明
ら
か
に
先
行
す
る
型
式
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
な
い
。

　
こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
馬
具
が
出
土
し
て
い
な
い
墓
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
墓
誌
か
ら
被
葬
者
が
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
具
が
一
点
も
出
土
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
中
原
で
は
馬
具
の
副
葬
は
基
本
的

　
　
　
　
　
　
　
李
廃
止
か
ら
馬
具
が
出
土
し
な
か
っ
た
の
は
あ
る
意
味
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
地
の
要
素
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
華
麗
な
歩
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古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

表3　三燕の鞍橋

古墳　名 型　　式 外形 洲浜 磯金具 材質 装飾

嘲晦洞HM10ユ号一

賦d洞ユ993年出土品

ﾂ1晴洞HM266号墓

・式ぐ瀕弩 丸形 有凸形 有

金銅

燗ｺ
S金

透彫

ｧ彫
ｧ彫

十二台二七廠88M1号墓①

@　西二村採集品

@一締洞1988年出土品

　　　　　一　　　「　　r@　　　　一　　　　　　　弘

梶@lr一着　　　　　　　　II
角形 有凸形 有

金銅

燗ｺ
燗ｺ

透彫

ｧ彫
ｧ彫

十二台二七廠88M1号’墓②

@　里民屯154号墓

@　北溝M8号墓
@陳1畷洞HM202号墓

角形 無凸形 無

金銅

燗ｺ
燗ｺ
S

素文

f文
f文
f文

一嘲噺洞1993年出土品。ll式・皿式一十二台郷傳廠88Ml号墓。

、洲浜は内山分類【内山二〇〇五】。

　鉄金：鉄地金貝占。

覇
雛

＊
［
　
・
　
・

の
金
銅
製
透
彫
鞍
（
図
5
1
1
4
）
に
つ
い
て
、
大
阪
府
伝
誉
田
丸
山
古
墳
出
土
金
銅
製

透
彫
鞍
（
二
号
鞍
）
と
の
類
似
や
、
I
M
一
〇
一
号
墓
出
土
帯
金
具
に
対
す
る
藤
井
康

　
　
　
　
⑯

隆
の
年
代
観
な
ど
を
根
拠
に
五
世
紀
代
と
す
る
。
し
か
し
内
山
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

三
燕
の
鞍
と
伝
誉
田
丸
山
古
墳
二
号
鞍
は
同
系
統
で
あ
っ
て
も
、
同
時
期
と
み
る
こ
と

　
　
　
　
⑰

は
で
き
な
い
。
ま
た
儲
蓄
が
参
考
に
す
る
藤
井
の
年
代
観
自
体
が
、
桃
崎
の
馬
具
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

代
観
を
参
考
に
し
て
い
る
点
も
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
桃
崎
自
身
が
考
え
る
よ
う
に

各
種
装
飾
馬
具
が
宮
廷
付
属
工
房
で
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
前
回
が
滅
亡
し
た
三

七
〇
年
か
ら
慕
容
垂
が
後
天
を
建
国
し
た
三
入
四
年
の
間
の
前
回
に
よ
る
支
配
期
間
に
、

そ
の
よ
う
な
装
飾
馬
具
が
何
の
変
化
も
な
く
製
作
し
続
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
後
燕

唯
一
の
紀
年
墓
で
あ
る
朝
陽
虐
遇
墓
（
三
九
五
年
没
）
か
ら
は
馬
具
が
出
土
し
て
い
な

い
。
ま
た
崔
遍
墓
を
は
じ
め
後
燕
代
以
降
に
比
定
さ
れ
る
墓
か
ら
は
基
本
的
に
鮮
卑
土

器
系
統
の
長
頸
壺
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
副
葬
土
器
に
お
い
て
も
断
絶
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

土
器
と
の
共
伴
関
係
が
明
ら
か
な
馬
具
出
土
墓
の
中
で
、
土
器
編
年
上
、
崔
遙
墓
以
降

に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
薦
椎
野
墓
の
み
で
あ
る
こ
と
、
爲
素
弗
墓
の
鐙
が
そ
れ
以
前

の
鐙
と
型
式
学
的
に
断
絶
す
る
こ
と
か
ら
、
前
燕
代
に
成
立
し
た
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

北
燕
代
は
も
ち
ろ
ん
、
後
磁
器
に
さ
え
そ
の
ま
ま
製
作
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
。
歯
形

や
半
球
形
台
座
の
歩
張
付
飾
金
具
、
I
A
式
（
無
血
）
鐙
と
い
っ
た
前
布
面
に
成
立
し

た
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
を
構
成
し
な
い
資
料
か
ら
前
燕
滅
亡
後
の
様
相
に
迫
り
う
る
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
ら
に
は
今
の
と
こ
ろ
明
確
な
セ
ッ
ト
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
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幽
思
代
は
騎
乗
用
馬
具
一
式
を
副
葬
す
る
の
に
対
し
、
後
・
北
菅
公
に
な
る
と
非
副
葬
、
な
い
し
一
部
の
み
の
副
葬
へ
と
副
葬
品
と
し
て
の
馬

具
の
役
割
も
変
化
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
以
上
か
ら
三
燕
地
域
出
土
馬
具
は
、
多
條
振
り
技
法
街
の
轡
、
I
B
式
（
無
点
）
鐙
、
1
～
起
爆
の
鞍
橋
、
島
形
杏
葉
、
鈴
金
具
や
歩
面
付

逆
半
球
形
飾
金
具
な
ど
の
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
が
製
作
さ
れ
る
三
哲
－
段
階
と
、
菊
形
台
座
や
半
球
形
台
座
の
歩
揺
藻
飾
金
具
や
、
I
A
式
（
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

鋲
）
鐙
な
ど
以
前
と
は
型
式
を
異
に
す
る
馬
旦
ハ
が
製
作
さ
れ
る
三
燕
H
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
三
遷
工
段
階
は
四
世
紀
中
葉
（
第
2
・
3
四
半

期
）
、
す
な
わ
ち
前
燕
代
に
、
馬
蝿
H
段
階
は
四
世
紀
後
葉
～
五
世
紀
前
葉
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
後
・
北
燕
代
に
お
お
む
ね
比
定
で
き
る
。
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①
門
中
條
二
〇
〇
七
】
。

②
【
花
谷
二
〇
〇
六
】
。

③
【
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
二
、
図
版
九
七
】
。

④
花
谷
は
X
字
形
童
心
鏡
板
轡
、
中
條
は
有
機
物
製
錬
轡
の
立
聞
用
金
具
と
す
る

　
な
ど
認
識
に
差
異
が
あ
る
が
、
実
見
し
て
い
な
い
た
め
見
解
を
保
留
す
る
。

⑤
I
B
式
鐙
が
工
A
式
鐙
よ
り
も
先
行
す
る
点
が
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
様
相
と
異

　
な
る
。
つ
ま
り
柄
部
形
態
は
、
現
状
で
は
広
域
編
年
の
指
標
と
は
な
り
え
な
い
。

　
形
態
よ
り
も
機
能
を
重
視
す
る
本
稿
の
立
場
に
お
い
て
は
、
三
二
地
域
出
土
鐙
に

　
踏
込
鋲
を
も
つ
資
料
や
踏
込
部
の
幅
が
広
い
資
料
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
こ
そ
重

　
要
で
あ
る
。

⑥
【
穴
沢
「
九
九
〇
】
、
【
菌
立
坤
「
九
九
「
】
。

⑦
【
田
立
坤
二
〇
〇
二
】
。

⑧
た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
虚
心
金
属
板
二
輪
鐙
で
は
な
く
、
皇
民
屯
一
五
四
号
墓
か

　
ら
は
金
銅
製
輪
鐙
が
、
衷
台
子
壁
画
墓
か
ら
は
夷
心
漆
塗
革
張
輪
鐙
が
出
土
し
て

　
い
る
。

⑨
十
二
台
郷
確
廠
八
八
M
～
号
墓
か
ら
は
鈴
金
具
と
、
歩
揺
付
逆
半
球
形
飾
金
具

　
が
共
催
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
三
二
の
革
帯
の
装
飾
や
結
束
に
用
い
ら
れ
た
と
考

　
え
ら
れ
る
。
両
者
の
共
電
例
は
ほ
か
に
な
く
、
同
墓
か
ら
鞍
が
ニ
セ
ッ
ト
出
土
し

　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
馬
装
に
用
い
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
別
々
の
馬
装

　
を
構
成
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⑩
　
田
中
由
理
は
日
本
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
f
字
形
鏡
板
の
外
形
線
を
比
較
検
討

　
し
、
一
部
の
型
式
に
つ
い
て
製
作
時
に
お
け
る
型
の
存
在
を
想
定
し
た
【
田
中
二

　
〇
〇
四
】
。

⑪
【
内
山
二
〇
〇
五
】
。

⑫
門
島
崎
二
〇
〇
四
、
五
九
i
六
一
頁
】
。

⑬
門
薫
高
～
九
九
五
】
。

⑭
【
桃
崎
二
〇
〇
四
】
。

⑮
【
桃
晦
二
〇
〇
四
】
。

⑯
【
藤
井
二
〇
〇
三
】
。

⑰
三
燕
の
外
形
丸
形
の
鞍
は
全
て
海
金
具
中
央
下
の
洲
浜
に
相
当
す
る
部
分
が
下

　
へ
張
り
出
す
「
有
凸
形
」
で
あ
る
が
、
伝
誉
田
丸
山
古
墳
二
号
鞍
は
「
無
凸
形
」

　
で
あ
る
【
内
山
二
〇
〇
五
】
。

⑱
藤
井
は
豆
M
～
〇
一
号
墓
の
帯
金
具
に
つ
い
て
、
鞍
の
年
代
を
参
考
に
四
期

　
（
五
世
紀
前
葉
）
に
位
置
付
け
、
「
晋
式
帯
金
具
が
復
活
的
に
出
現
す
る
」
と
し

　
た
【
藤
井
二
〇
〇
三
、
九
六
〇
頁
】
。
こ
れ
に
対
し
町
田
章
や
小
池
信
彦
は
、
文

　
様
構
成
や
鋲
留
技
法
か
ら
、
西
晋
代
の
帯
金
具
を
忠
実
に
模
倣
し
た
と
み
る
【
町



　
田
富
〇
〇
六
】
、
【
小
池
二
〇
〇
六
】
。
こ
れ
ら
の
見
解
が
妥
当
で
あ
る
の
な
ら
ば
、

　
H
M
一
〇
一
号
墓
の
帯
金
具
は
藤
井
の
二
期
（
四
世
紀
中
葉
～
後
葉
）
に
位
置
付

　
け
ら
れ
、
「
復
活
的
出
現
」
と
い
う
苦
し
い
理
解
も
必
要
な
く
な
る
。

⑲
【
姜
賢
慮
二
〇
〇
六
】
。

⑳
前
秦
に
よ
る
支
配
期
間
も
鮮
卑
血
膿
田
老
集
団
が
こ
の
地
域
で
　
定
の
力
を
維

　
持
し
て
い
た
と
す
る
意
見
を
考
慮
す
れ
ば
【
小
林
一
九
八
八
】
、
前
燕
滅
亡
後
に
「

　
も
こ
れ
ら
の
装
飾
馬
具
が
製
作
さ
れ
た
可
能
性
や
、
後
山
代
以
降
に
復
古
的
に
前

　
燕
代
の
よ
う
な
馬
具
が
製
作
さ
れ
た
可
能
性
を
全
く
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑳
三
燕
皿
段
階
と
し
て
一
括
し
た
各
種
馬
具
に
は
明
確
な
セ
ッ
ト
関
係
が
認
め
ら

　
れ
ず
、
同
時
期
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い
が
、
三
石
－
段
階
よ
り
も
後
に
製
作

　
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
便
宜
上
、
段
階
と
し
て
把
握
す
る
。

第
三
章
　
高
旬
麗
地
域
出
土
馬
具
の
製
作
年
代

　
高
句
麗
地
域
出
土
馬
具
は
吉
林
省
集
塊
・
桓
仁
を
中
心
に
分
布
し
、
平
安
南
道
平
壌
付
近
や
京
畿
道
の
漢
江
流
域
か
ら
も
出
土
が
認
め
ら
れ

る
。
墓
以
外
に
山
城
か
ら
出
土
し
た
資
料
が
＝
疋
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
本
渓
小
市
適
量
に
関
し
て
は
三
誉
田
と
み
る
見
解
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
高
句
麗
墓
と
み
る
見
解
に
従
い
検
討
を
お
こ
な
う
。

古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

1
　
轡
の
製
作
技
術

　
街
　
高
句
麗
地
域
か
ら
出
土
し
た
轡
は
二
二
点
確
認
さ
れ
、
衡
製
作
技
法
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料
は
二
一
点
で
あ
る
（
表
4
）
。
全
て

鉄
製
二
連
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
製
作
技
法
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
集
安
禺
山
下
三
二
四
一
一
一
号
墓
例
は
写
真
か
ら
二
選
振
り
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

法
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
集
安
臨
江
塚
例
（
図
7
1
3
）
と
至
仁
高
力
墓
子
村
一
九
号
吉
例
は
写
真
か
ら
三
條
振
り
技
法
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
ま
た
集
安
食
山
下
三
二
八
三
号
墓
例
と
集
安
西
大
塚
例
（
図
7
1
2
）
、
本
渓
小
市
晋
墓
例
（
図
7
1
4
）
も
少
な
く
と
も
多
條
振

り
技
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
禺
山
下
三
五
六
〇
号
墓
の
二
点
の
轡
は
、
図
面
の
表
現
か
ら
一
條
振
り
技
法
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
判
断
が
難
し
い
。
集
安
万
宝
汀
二
四
ニ
ー
⊥
号
墓
（
図
7
1
1
）
や
慈
城
西
海
里
二
…
一
号
墓
（
図
9
1
8
）
の
錬
轡

は
、
無
振
り
技
法
a
類
と
考
え
ら
れ
る
。
無
振
り
技
法
b
類
は
鏡
板
轡
を
中
心
に
様
々
な
轡
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
桓
仁
留
女
山
城
J
C
区
か
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表4　高句麗の轡

街　　留
地名 古　墳　名 街

種類 型式 材質
引　手 遊環

本渓 本渓小市晋墓 多條振り 鏡板（円） A類 鉄地金銅 二條？ ×

桓仁 高力三子村王9号墓 三條振り 鑛？
一 一 二條b1類 ×

五女山城JC区① 無振りb 鏡板（心） C類 鉄 二二a類 ×

橿仁
五女山城JC区② 無挨りb 環板（心） C類 鉄 二條a類 ×

集安 万宝汀242－1号墓 無振りa 鎮 立聞式 鉄 二條b類 ×

幽静 臨江塚 三條振り 鍮？
一 一 一 …

唱酬 禺山下324H網島 二條回り 鑛？
… 一 二條b類 ×

円安 禺山下3283号墓 多條振り 鍮？
… 一 二條b類 ×

平安 西大塚 多條振り 鍮？
… 一 一 一

禺山下3560号墓① 一條振り？
一 … 一 二條b類 ×

集安
禺山下3560号墓② 一條振り？

｝ … 一 一 一

集安 七星山96号墓 無挨りb 鏡板（円） A類 金銅 二更b2類 ×

伝広開山王碑付近⑦ 無振りb 闇闇（X） B類 鉄 二條a類 ×

集安
伝広開山王碑付近② 無振りb … C類？ 一 二條a類 X

万宝汀78号墓① 無振りb？ 鏡板（円） A類 金銅 二條 ×

集安
芳宝汀78号墓②

一
鏡板（円） A類 金銅 一 一

鞭城 バクビ積石塚北榔 多條振り？ 鐵 二孔式 金属 二條b1類 ×

開城 西海里2－1号墓 無振りa 鎮 立聞式 有機物 二條b1類 ×

平城 地境洞1号墓 無振りb 鏡板（心） A類 鉄地金銅 二條 X

ソウル 紅蓮峰第2翌…塁 部分巻き
一 一 一

一條。類 ×

峨嵯山第4墾塁① 無振りb 環板（心） C類 鉄 一條。類 ×

九里
峨嵯山第4爆塁② 部分巻き 錬 立聞式 有機物 ～條。類 ×

［凡例］

・無いものを×、不確実なものを？、検討不能なものを一で示した。

・街留　円：楕円形、心：心葉形、X：X字形街留金具。

・引手は全て「線引手」を省略した。

　
街
留
　
衝
留
に
つ
い

て
細
か
く
検
討
で
き
る

資
料
は
＝
二
点
で
あ
る
。

慈
城
バ
ク
ビ
積
石
塚
北

無
振
り
技
法
b
類
に
該

当
す
る
が
、
街
外
環
と

街
身
の
境
界
に
一
対
の

突
起
を
つ
く
る
。
同
じ

く
伝
広
開
土
王
碑
付
近

出
土
品
②
例
も
街
外
寸

と
甘
藷
の
境
界
に
段
差

を
設
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
特
徴
は
、
ほ
ぼ

同
時
に
出
現
す
る
鏡

板
・
環
板
C
類
の
構
造

と
関
係
す
る
と
考
え
ら

　
⑤
れ
る
。 （

図
8
1
2
・
3
）
は

ら
出
土
し
た
二
点
の
轡
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語
例
（
図
9
1
！
）
の
み
二
孔
式
で
、
残
り
は
全
て
立
聞
式
に
該
当
す
る
。
立
聞
式
の
う
ち
鏡
板
轡
が
最
も
多
く
、
六
点
を
数
え
る
。
こ
れ
ま

で
出
土
し
た
鏡
板
轡
は
三
流
同
様
、
基
本
的
に
A
類
で
あ
る
。
五
女
山
城
J
C
区
①
例
の
み
C
類
に
該
当
す
る
が
、
A
類
と
同
じ
く
立
聞
を
上

に
向
け
た
際
に
衡
外
型
が
縦
向
き
に
な
る
よ
う
縦
長
方
形
の
詳
言
が
穿
け
ら
れ
て
い
る
。
鏡
板
の
形
態
は
楕
円
形
が
一
般
的
で
、
平
城
地
境
洞

1
号
墓
例
の
よ
う
な
心
葉
形
も
あ
る
。
材
質
は
金
銅
製
、
鉄
地
金
銅
壷
、
鉄
製
が
確
認
さ
れ
る
。
環
板
轡
は
三
点
確
認
さ
れ
る
。
伝
裂
開
土
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

碑
付
近
出
土
品
①
例
（
図
7
1
6
）
は
X
字
形
街
道
金
具
で
あ
り
な
が
ら
、
意
外
環
が
横
方
向
に
取
り
付
け
ら
れ
る
珍
し
い
資
料
で
あ
る
。
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

女
山
城
J
C
区
②
例
、
九
里
野
面
山
第
四
管
玉
①
例
（
図
8
…
－
）
は
C
類
で
、
心
葉
形
を
呈
す
る
。
立
聞
式
鎮
轡
は
金
属
製
鍮
と
有
機
物
製

鍼
が
認
め
ら
れ
る
。
万
宝
汀
二
四
二
…
一
号
墓
門
は
鉄
製
装
飾
プ
ロ
ペ
ラ
形
添
筆
で
あ
る
。
西
海
里
二
一
一
号
墓
例
や
峨
嵯
山
第
四
塗
塁
②
例

は
b
1
類
の
立
聞
用
金
具
が
共
干
し
て
お
り
、
有
機
物
製
錬
轡
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
臨
江
塚
、
西
大
塚
、
禺
山
下
三
二
四
一
－
一
号
墓
、

禺
山
下
三
二
八
三
号
墓
、
高
力
孟
子
村
～
九
号
墓
例
は
街
外
環
が
衛
嵩
置
に
比
し
て
大
き
い
形
態
的
特
徴
か
ら
、
錬
轡
の
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
引
手
　
引
手
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料
は
｝
八
点
で
、
全
て
二
條
線
引
手
で
あ
る
。

　
連
結
方
法
　
連
結
方
法
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料
は
一
八
点
で
、
全
て
遊
環
は
用
い
ず
に
街
外
環
と
引
手
内
環
を
直
接
連
結
し
て
い
る
。

　
小
結
　
高
句
麗
地
域
の
轡
に
は
立
聞
式
以
外
に
二
五
式
が
認
め
ら
れ
る
。
二
孔
式
で
あ
る
バ
ク
ビ
積
石
塚
例
は
原
三
国
時
代
の
も
の
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
下
血
地
域
の
街
製
作
技
法
が
ほ
ぼ
全
て
謹
厳
振
り
技
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
高
句
麗
地
域
の
街
製
作
技
法

は
多
様
で
あ
る
。
特
に
無
振
り
技
法
b
類
は
三
無
地
域
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
お
い
て
も
三
国
時
代
－
段
階
以
降
に
普
及
す
る

比
較
的
新
し
い
技
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
街
の
製
作
技
法
が
朝
鮮
半
島
南
部
と
同
じ
よ
う
に
変
遷
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
高
句
麗
地
域
の
轡
は

三
選
地
域
の
轡
に
比
べ
長
期
間
に
渡
っ
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
高
句
麗
が
文
献
上
存
続
し
た
期
間
（
紀
元
前
三
七
～
紀
元
三
六

六
八
）
の
長
さ
を
考
え
れ
ば
あ
る
意
味
当
然
と
い
え
る
。
一
方
、
横
方
向
欝
病
、
二
評
言
引
手
の
採
用
や
、
街
と
引
手
を
直
接
連
結
す
る
と
い

っ
た
朝
鮮
半
島
南
部
三
国
時
代
－
段
階
と
共
通
す
る
特
徴
が
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
点
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
轡
と
大
き
く
異
な
る
点
と
い
え

よ
う
。

21 （643）



ー
ヤ

◎
凱

o

o 　
、
　
　
　
，

、
　
　
　
ノ

　
　
　
ノ

o

e

脅
N’獅m

湊
　cPl
　e
　　　e　　ee

一へ、

，s@3

。　（ここ）∠

4 e

e　一

”e

1
1

e／Ax：

字調
ノ　　　　　　　ノ

　　げノ

ー二少

7

x 　　一　ff
J

ー
ノ
縮

0　　　　　　　　　てOc旧

9

図7　高句麗の轡（1）　（S＝1／4，5を除く）

　1：万宝汀242－1号墓　2：西大塚　3：臨江塚　4：本渓小市晋墓

　6：伝広開土曜碑付近出土品①　7：万宝汀78号墓①

5：七星山96号墓
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2
　
相
対
編
年
の
設
定

古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

　
三
章
地
域
同
様
、
高
句
麗
地
域
に
も
紀
年
墓
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
馬
具
が
出
土
し
た
の
は
「
永
和
九
（
三
五
三
）
年
」
郷
郡
を
玄
室

構
築
材
に
用
い
た
俸
利
墓
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
盗
掘
に
よ
っ
て
環
状
雲
珠
と
鋏
具
や
鞍
金
具
と
考
え
ら
れ
る
鉄
片
な
ど
が
出
土
し
た
だ
け
で

（
図
9
1
1
0
・
1
1
）
、
相
対
編
年
の
中
で
の
位
置
付
け
が
難
し
い
。
馬
具
出
土
大
型
積
石
塚
の
中
に
は
王
陵
候
補
が
含
ま
れ
、
被
葬
者
の
没
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
迫
り
う
る
が
、
長
年
の
被
葬
者
論
争
が
示
す
よ
う
に
年
代
観
が
安
定
し
な
い
。
豊
富
な
馬
旦
ハ
類
が
出
土
し
た
藩
王
陵
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、

正
式
報
告
に
よ
っ
て
改
め
て
広
開
土
王
（
在
位
三
九
一
～
四
＝
一
）
説
が
提
示
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
以
降
に
限
っ
て
も
、
故
国
原
王
（
在
位
三
王

　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

｝
～
三
七
｝
）
説
、
小
獣
林
王
（
在
位
三
七
「
⊥
二
八
四
）
説
、
故
国
壌
王
（
在
位
三
八
四
～
三
九
｝
）
説
と
様
々
な
被
葬
者
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
各
種
馬
具
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
現
状
に
お
け
る
相
対
編
年
を
設
定
す
る
。

　
高
句
麗
地
域
出
土
馬
具
の
中
で
、
最
も
普
遍
的
に
出
土
し
、
そ
の
時
間
的
変
遷
を
把
握
で
き
る
も
の
に
歩
揺
付
飾
金
具
が
あ
る
。
太
王
陵
以

前
の
歩
揺
付
飾
金
具
に
つ
い
て
李
煕
溶
は
、
大
型
積
石
塚
に
用
い
ら
れ
た
紀
年
銘
馬
鐸
と
の
緬
羊
関
係
を
整
理
し
、
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し

⑬た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
己
丑
（
三
二
九
）
」
年
銘
瓦
当
が
出
土
し
た
西
大
塚
（
図
9
1
7
）
か
ら
、
「
戊
戌
（
三
三
八
）
」
年
玉
黒
黒
が
出
土
し
た

禺
山
下
九
九
二
号
墓
、
「
丁
巳
（
三
五
七
）
」
年
銘
瓦
当
が
出
土
し
た
禺
山
下
三
三
一
九
号
墓
へ
と
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
、
歩
二
型
飾
金
具
も

心
棒
が
次
第
に
長
大
化
す
る
傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
頃
ま
で
の
変
化
は
漸
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
千
秋
塚
（
図

9
1
1
9
）
で
心
棒
を
筒
金
で
補
強
し
た
も
の
が
現
れ
、
太
歯
骨
（
図
9
－
2
0
）
で
は
吊
手
部
の
改
良
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
｝
枚
で

あ
っ
た
歩
揺
数
を
四
枚
に
増
や
す
と
い
う
そ
の
後
に
引
き
継
が
れ
る
大
き
な
変
化
が
起
き
る
。
筒
金
出
現
以
前
の
歩
揺
付
飾
金
具
は
菊
形
台
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
み
で
あ
っ
た
が
、
筒
金
出
現
以
後
（
表
5
網
掛
け
部
分
）
に
な
る
と
半
球
形
台
座
が
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歩
揺
地
貫
金
具
の
変
遷
観
は
紀
年

銘
瓦
当
と
の
共
伴
関
係
や
正
式
報
告
に
よ
る
墓
の
相
対
編
年
案
と
整
合
的
で
あ
る
。

　
鐙
と
共
生
す
る
歩
揺
付
飾
金
具
は
、
全
て
筒
金
を
備
え
る
こ
と
か
ら
、
筒
金
を
備
え
る
初
期
の
玉
鴫
付
飾
金
具
と
共
饗
す
る
太
王
陵
の
I
B
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鬼
木
心
金
銅
板
張
輪
鐙
（
図
9
－
1
5
）
を
高
句
麗
地
域
に
お
け
る
最
古
の
鐙
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
句
麗
地
域
の
鐙
の
変
遷
が

朝
鮮
半
島
南
部
と
同
じ
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
太
王
陵
例
の
よ
う
な
踏
込
鋲
を
備
え
な
い
木
心
金
属
板
駐
輪
鐙
か
ら
、
踏
込
鋲
を
備
え
る
木
心
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

属
板
張
輪
鐙
を
経
て
、
鉄
製
輪
鐙
や
壷
鐙
へ
と
い
う
変
遷
が
想
定
さ
れ
る
（
表
6
）
。
な
お
、
I
A
式
鐙
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
姜
仁
旭
は
、
五
戸
山
城
J
C
区
な
ど
か
ら
出
土
し
た
鐙
（
図
9
－
2
7
）
を
「
鉄
製
輪
鐙
」
と
し
、
報
告
書
の
年
代
に
従
っ
て
四

世
紀
末
－
五
世
紀
初
に
は
世
界
最
古
の
「
鉄
製
輪
鐙
」
が
高
句
麗
で
出
現
し
た
と
す
如
・
姜
の
見
解
に
墜
ば
太
王
陵
の
年
代
が
多
少
前
後
し

た
と
し
て
も
、
胆
心
金
属
板
駐
輪
鐙
と
出
現
時
期
に
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
五
女
山
城
の
「
鉄
製
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

鐙
」
は
全
て
構
造
上
、
「
杓
子
形
木
心
鉄
板
群
馬
鐙
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
四
世
紀
末
～
五
世
紀
初
と
い
う
報
告
書
の
年
代
比

定
に
も
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
壷
鐙
の
年
代
を
考
え
る
上
で
、
共
署
す
る
轡
の
構
造
が
参
考
に
な
る
。
J
C
区
（
鉄
器
年

表5　高句麗の歩旛付飾金具

歩 揺 筒
古墳名 台座

形態 枚数 金

西大塚 菊
一

1 ×

禺山下992号墓 菊 円 1 ×

禺山下3319号墓 菊 円 1 X
西海里2－1号墓 菊 円 1 ×

麻線溝2100号墓 菊 円 1 ×

禺山下3142号墓 菊
一

1 ×

禺山下3231号墓 菊 1 X
禺山下3283号墓 菊

一
1 ×

禺山下3560号墓 菊
一

！ ×

チ秋塚 菊 円 ．1 ○

．聖王陵 菊 円・心葉 1・．4 ○

本日小市晋墓 半球 心葉 1・3 ○

麻上溝1号墓 半球 心葉 1 ○

禺手下41愚墓 半球 円 1 ：○．’

長川2号墓 畢球 円 1 ○’

禺山下2891号墓． 学球 ㎝
王 ○

講由下3105暑墓 半球 、円 1 ○．：

万宝汀7＄号墓 半球、 ．円 L・3・4 ○

［凡例］

同一墓出土品の中に歩揺形態や取付け枚数が複数

確認されるものについては、・を付け併記してい
る。

表6　高句麗の三

郷　墳　名 種　　　三

太王陵 肝心金銅板張輪鐙（無鋲）

七星山96号墓 医心金銅板張輪鐙（無鋲）

禺山下41号墓 仁心鉄板張輪回（？）

五女山城F20区 聖心鉄板三輪鐙（？）

万宝汀78号墓 木心金銅板張輪鐙（有鋲）

地境洞1号墓 木心鉄板張輪鐙（有鋲）

五型山城F42区 木心鉄板装壺鐙（無鋲）

雪女山城JC区 木心鉄板装壷鐙（無鋲）

五明山城採集品 木心鉄板装壼鐙（無鋲）

国内城 鉄製輪鐙（無鋲）

高爾山城 鉄製輪鐙（無鋲）

峨地山第4量塁 鉄製輪鐙（無鋲）
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古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

蔵
）
か
ら
は
C
類
の
鏡
板
轡
、
膳
板
轡
が
一
点
ず
つ
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
類
例
と
し
て
漢
江
流
域
の
峨
嵐
山
第
四
鉛
管
か
ら
出
土
し

た
環
板
轡
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
8
）
。
三
者
の
貝
塚
環
の
製
作
技
法
に
注
目
す
る
と
、
単
純
な
折
り
返
し
成
形
に
よ
っ
て
環
部
を
成

形
す
る
峨
仁
山
例
は
、
環
板
を
暮
露
軸
側
に
固
定
す
る
の
が
難
し
い
の
に
対
し
、
J
C
区
の
二
例
は
欄
外
環
付
近
の
～
対
の
突
起
に
よ
っ
て
、

鏡
板
や
環
板
が
街
身
側
へ
移
動
す
る
の
を
防
い
で
、
馬
に
装
着
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
峨
嵯
山
盛
よ
り
発
達
し
た
型
式
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
漢
江
下
流
域
に
位
置
す
る
峨
嵯
山
例
の
製
作
年
代
は
、
高
句
麗
が
こ
の
～
帯
を
支
配
し
た
四
七
五
年
頃
か
ら
五
五
～
年
頃
の
間
に
収
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
よ
り
型
式
学
的
に
新
し
い
J
C
区
出
土
の
二
例
も
六
世
紀
代
以
降
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
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図8　高句麗の轡（2）（S・1／4）

　1：峨愛山第4塗塁①　2：五女山城JC区①

　JC区②

3：五女山城
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図9　高句麗馬具の編年

　1・2：バクビ積石塚　3：臨江塚　4・5：万宝汀242－1　6・7：西大塚　8・9：西海里
　2－110・11：～冬利墓　12：七星山9613：本渓小市晋墓　ユ4～18・20：覇王陵　19：千秋塚

　21－25：万宝汀78　26・27：五女山城JC区　28：峨嵯山第4塗塁　29・30：水落山爆塁
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古代東北アジアにお’ける馬具の製作年代（諌早）

　
以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
各
種
馬
具
の
共
伴
関
係
か
ら
、
高
句
麗
地
域
出
土
馬
具
を
六
段
階
に
編
年
す
る
（
図
9
）
。

　
高
句
麗
－
段
階
は
二
孔
昏
昏
轡
の
出
現
を
指
標
と
す
る
。
現
時
点
で
こ
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
資
料
は
、
多
條
振
り
技
法
の
街
を
も
つ

二
孔
式
金
属
製
錬
轡
の
バ
ク
ビ
積
石
塚
例
の
み
で
あ
る
。

　
高
句
麗
H
段
階
は
立
聞
式
鍮
轡
の
出
現
を
指
標
と
す
る
。
暴
露
付
金
轡
飾
金
具
は
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
。
多
識
振
り
技
法
と
無
振
り
技
法

a
類
が
併
存
す
る
こ
と
が
特
徴
で
、
無
振
り
技
法
a
類
の
街
を
も
つ
装
飾
プ
ロ
ペ
ラ
形
鑛
轡
の
万
宝
汀
一
一
四
二
…
一
号
墓
詣
と
多
量
振
り
技
法

の
街
を
も
つ
錬
轡
の
臨
江
塚
例
や
禺
山
下
三
二
四
一
－
一
号
草
叢
、
高
力
墓
子
村
一
九
号
墓
例
な
ど
が
こ
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
高
句
麗
盟
段
階
は
筒
金
を
も
た
な
い
歩
揺
気
欝
形
飾
金
具
の
出
現
を
指
標
と
す
る
。
鏡
板
轡
や
環
溶
媒
、
鐙
は
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
。
無

振
り
技
法
a
類
の
衛
を
も
つ
有
機
物
製
錬
轡
の
西
海
里
離
や
、
多
條
振
り
技
法
の
錬
轡
の
西
大
塚
例
、
禺
山
下
三
二
八
三
号
嘉
例
な
ど
が
こ
の

段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
前
段
階
か
ら
引
き
続
き
多
條
振
り
技
法
と
無
振
り
技
法
a
類
が
併
存
す
る
。
な
お
、
禺
山
下
三
五
六
〇
号
墓
で
は

一
條
振
り
技
法
の
可
能
性
の
あ
る
二
点
の
轡
が
、
筒
金
を
も
た
な
い
歩
揺
付
誤
算
飾
金
具
と
共
伴
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
條
振
り
技
法
で
あ
る

な
ら
ば
、
高
句
麗
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
資
料
と
な
る
が
、
実
見
し
て
い
な
い
た
め
判
断
を
保
留
す
る
。

　
高
句
麗
W
段
階
は
筒
金
を
備
え
る
歩
揺
付
菊
形
飾
金
具
の
出
現
を
指
標
と
す
る
。
大
型
積
石
塚
で
は
千
秋
塚
例
が
初
現
と
考
え
ら
れ
る
。
千

秋
塚
に
続
く
太
王
陵
か
ら
は
、
吊
手
部
を
も
つ
歩
平
付
菊
形
飾
金
具
や
I
B
式
（
無
鋲
）
鐙
、
心
葉
形
杏
葉
な
ど
そ
の
後
の
高
句
麗
馬
具
を
特

徴
付
け
る
装
飾
馬
具
が
出
土
し
て
い
る
。
W
段
階
以
前
は
大
型
積
石
塚
出
土
馬
具
で
す
ら
錬
轡
と
歩
調
付
菊
形
飾
金
具
な
ど
か
ら
な
る
比
較
的

簡
素
な
組
合
せ
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、
こ
の
段
階
に
高
句
麗
地
域
出
土
馬
具
が
質
量
と
も
に
大
き
く
飛
躍
す
る
と
い
え
よ
う
。
本
渓
小

市
晋
墓
例
と
七
星
山
九
六
号
墓
例
も
こ
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
両
墓
か
ら
は
鏡
板
轡
A
類
が
出
土
し
て
い
る
が
、
前
者
は
多
條
振
り
技

法
、
後
者
は
無
振
り
技
法
b
類
と
街
の
製
作
技
法
が
異
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
確
実
に
無
振
り
技
法
b
類
が
出
現
す
る
。

な
お
、
高
句
麗
地
域
の
轡
が
朝
鮮
半
島
南
部
と
同
じ
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
多
條
振
り
技
法
の
鏡
板
轡
や
環
板
轡
が
、
無
振

り
技
法
b
類
の
鏡
板
轡
や
湿
板
轡
の
出
現
に
先
行
し
て
、
高
句
麗
皿
段
階
か
ら
W
段
階
に
か
け
て
の
ど
こ
か
で
出
現
し
た
可
能
性
が
高
い
。
資
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料
が
不
足
し
て
お
り
現
状
で
は
認
識
で
き
な
い
も
の
の
、
将
来
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
細
分
さ
れ
る
可
能
性
を
残
し
て
お
く
。

　
高
句
麗
V
段
階
は
一
B
式
（
有
鋲
）
鐙
を
指
標
と
す
る
。
万
宝
汀
七
八
号
墓
例
や
地
境
洞
～
号
墓
例
な
ど
が
こ
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

基
本
的
に
前
段
階
に
完
成
し
た
鏡
板
轡
A
類
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
装
飾
馬
具
の
製
作
を
継
続
す
る
。

　
高
句
麗
W
段
階
は
鏡
板
轡
C
類
、
環
板
轡
C
類
を
指
標
と
す
る
。
現
在
出
土
し
て
い
る
鉄
製
輪
鐙
や
壷
鐙
は
基
本
的
に
こ
の
段
階
以
降
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
降
、
古
墳
出
土
資
料
が
減
少
し
、
山
城
出
土
資
料
に
著
し
く
偏
っ
て
い
く
。
五
女
山
城
J
C
区
、
峨
下
山
、
紅
蓮
峰
な

ど
の
山
城
出
土
馬
具
が
こ
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
伝
広
覧
土
王
碑
付
近
出
土
品
②
例
も
街
外
環
付
近
の
段
差
か
ら
五
女
山
城
J

C
区
の
二
例
に
近
い
時
期
が
想
定
で
き
る
。
こ
の
他
に
も
轡
や
鐙
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
漢
江
下
流
域
に
位
置
す
る
ソ
ウ
ル
水
落
山
爆
塁
出

土
馬
具
（
図
9
1
2
9
・
3
0
）
も
こ
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
V
段
階
と
W
段
階
は
上
限
年
代
に
は
確
実
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、

前
者
は
古
墳
か
ら
、
後
者
は
山
城
か
ら
と
い
う
出
土
遺
構
の
性
格
の
違
い
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
定
の
併
行
期
間
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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3
　
製
作
年
代
の
検
討

　
紀
年
銘
瓦
当
に
対
す
る
解
釈
や
王
陵
比
定
問
題
が
未
解
決
な
高
句
麗
地
域
に
は
、
三
燕
地
域
に
比
べ
て
良
好
な
年
代
決
定
資
料
が
存
在
し
な

い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
年
代
が
明
ら
か
と
な
っ
た
三
山
地
域
と
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
三
燕
－
段
階
は
轡
が
立
聞
式
で
あ
る
こ
と
、
多
條
振
り
技
法
の
街
を
も
つ
と
い
う
特
徴
か
ら
高
句
麗
豆
～
W
段
階
の
ど
こ
か
に
併
行
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
限
定
す
る
な
ら
、
三
廻
－
段
階
に
二
黒
式
か
ら
立
聞
式
へ
の
過
渡
期
的
資
料
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
高
句
麗
W
段

階
に
は
す
で
に
無
振
り
技
法
b
類
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
三
燕
－
段
階
は
高
句
麗
皿
段
階
と
併
行
す
る
可
能
性
が
一
番
高
い
。
興

言
H
段
階
の
筒
金
を
も
つ
歩
悉
曇
菊
形
飾
金
具
や
、
歩
揺
付
半
球
形
飾
金
具
は
、
高
句
麗
地
域
に
お
い
て
型
式
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

高
句
麗
地
域
で
は
W
段
階
に
出
現
す
る
。
以
上
か
ら
三
号
－
段
階
（
四
世
紀
中
葉
）
は
高
句
麗
皿
段
階
に
、
三
世
H
段
階
（
四
世
紀
後
葉
～
五
世

紀
前
葉
）
は
高
句
麗
W
段
階
に
お
お
む
ね
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。



古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

　
そ
れ
で
は
各
段
階
の
上
限
年
代
を
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。
高
句
麗
－
段
階
は
一
点
し
か
資
料
が
な
い
た
め
、
上
限
年
代
は
設
け
ず
、
高
句
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

H
段
階
以
前
と
し
て
お
く
。
高
句
麗
豆
段
階
は
、
そ
の
指
標
と
な
る
立
聞
式
錬
轡
が
、
高
句
麗
地
域
で
は
三
世
紀
中
葉
～
後
葉
頃
に
出
現
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
三
世
紀
中
葉
以
降
と
し
て
お
く
。
「
己
丑
（
三
二
九
）
」
墓
銘
瓦
窯
が
出
土
し
た
西
大
塚
か
ら
は
筒
金
を
も
た
な
い

歩
揺
付
菊
形
飾
金
具
が
出
土
し
て
お
り
、
高
句
麗
田
段
階
は
前
燕
建
国
を
遡
る
四
世
紀
前
葉
に
は
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
句
麗
W
段
階
の
上
限
は
千
秋
塚
の
年
代
に
左
右
さ
れ
る
。
歩
揺
付
魚
形
飾
金
具
の
変
遷
か
ら
千
秋
塚
↓
太
壷
井
と
い
う
前
後
関
係
が
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
れ
、
瓦
も
同
様
の
変
遷
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
千
秋
塚
の
被
葬
者
を
太
王
子
の
被
葬
者
の
先
王
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
丁
巳

（
三
五
七
）
」
年
魚
瓦
当
が
出
土
し
た
禺
山
下
三
三
一
九
号
墓
か
ら
、
筒
金
を
も
た
な
い
歩
弓
三
主
形
飾
金
具
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高

句
麗
皿
段
階
の
下
限
年
代
を
四
世
紀
中
葉
に
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
高
句
麗
W
段
階
の
千
秋
塚
の
被
葬
者
は
小
獣
林
王
（
在
位
三
七
一
～
三
八

四
）
か
、
故
国
壌
王
（
在
位
三
八
四
～
三
九
一
）
に
絞
ら
れ
る
。

　
続
く
太
王
陵
の
位
置
付
け
は
高
句
麗
W
段
階
の
下
限
と
も
関
係
す
る
。
太
王
陵
出
土
馬
具
に
そ
れ
以
前
と
は
質
量
と
も
に
大
き
な
飛
躍
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
、
斑
晶
陵
の
時
期
以
降
、
定
型
性
と
差
異
性
を
あ
わ
せ
も
つ
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
が
高
句
麗
地
域
で
広
く
普
及
す
る
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
筆
者
は
そ
の
被
葬
者
に
つ
い
て
在
位
期
間
の
短
い
故
国
壌
王
よ
り
は
広
開
土
王
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
比

較
対
象
と
な
る
千
秋
塚
や
将
軍
塚
の
馬
具
の
実
態
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
、
馬
具
の
み
か
ら
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
高
句
麗
W
段
階
の
本
組
小
市
晋
墓
の
位
置
す
る
遼
東
一
帯
が
、
確
実
に
高
句
麗
の
支
配
下
に
入
る
の
は
五
世
紀
初
頭
以
降
と
考
え
ら
れ
て

　
　
　
　
⑳

い
る
こ
と
や
、
太
王
陵
や
七
星
山
九
六
号
墓
の
鐙
と
北
燕
の
薦
素
弗
墓
の
鐙
が
、
形
態
こ
そ
異
な
る
も
の
の
踏
込
鋲
を
も
た
な
い
点
で
共
通
す

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
太
王
陵
の
被
葬
者
が
誰
で
あ
ろ
う
と
、
高
句
麗
W
段
階
は
五
世
紀
初
頭
ま
で
は
存
続
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
W

段
階
に
出
現
す
る
鏡
板
轡
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
は
、
出
現
時
期
が
先
行
す
る
三
年
地
域
と
の
関
係
の
中
で
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
契
機
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
も
う
少
し
資
料
の
増
加
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

　
次
の
高
句
麗
V
段
階
は
、
踏
込
鋲
を
備
え
る
鐙
の
出
現
に
よ
っ
て
W
段
階
と
泰
然
と
区
別
さ
れ
、
そ
の
上
限
年
代
が
太
王
陵
や
潤
筆
弗
墓
の
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時
期
を
大
き
く
遡
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ
っ
て
五
世
紀
前
葉
以
降
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
句
麗
W
段
階
は
高
句
麗
が
漢
江
流
域
一
帯
を
支

配
し
た
四
七
五
年
前
後
を
ひ
と
ま
ず
上
限
と
で
き
る
。
す
な
わ
ち
五
世
紀
後
葉
以
降
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

①
【
東
～
九
八
八
】
、
【
魏
存
成
～
九
九
二
。

②
門
吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
ほ
か
～
九
九
二
、
図
版
五
一
九
】
。

③
門
吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
ほ
か
二
〇
〇
四
、
図
版
四
〇
】
。

④
【
秋
山
一
九
九
五
、
三
＝
二
頁
】
。

⑤
鏡
板
・
環
板
轡
C
類
は
街
留
金
具
を
も
た
ず
、
面
外
環
の
突
起
や
段
差
と
引
手

　
の
間
に
挟
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
る
。

⑥
立
聞
を
上
に
向
け
た
と
き
、
衝
外
環
が
横
方
向
に
連
結
さ
れ
る
環
板
轡
B
類
に

　
該
当
す
る
が
、
X
字
形
衛
留
金
具
の
環
板
轡
B
類
は
他
地
域
に
も
類
例
が
な
く
、

　
発
掘
資
料
で
は
な
い
点
を
考
慮
し
、
本
稿
で
は
そ
の
判
断
を
保
留
す
る
。

⑦
報
告
轡
で
は
同
一
個
体
と
し
て
い
な
い
が
、
岡
じ
S
8
W
2
グ
リ
ッ
ド
か
ら
出

　
土
し
て
い
る
た
め
、
同
一
個
体
と
し
て
復
元
し
た
。

⑧
本
渓
小
市
晋
墓
園
の
図
而
に
は
引
手
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
緒
に

　
報
告
さ
れ
て
い
る
「
環
形
鉄
釘
」
【
遼
寧
省
博
物
館
一
九
八
四
】
は
二
様
線
引
手

　
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
地
境
洞
一
号
石
室
墓
例
は
門
叫
剤
。
可
一
九
八
六
】
で
は

　
二
條
線
引
手
a
類
が
、
門
叫
智
人
工
港
八
六
】
で
は
二
軍
線
引
手
b
1
類
が
掲
載

　
さ
れ
て
お
り
、
図
面
の
信
頼
性
に
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
少
な
く
と
も
二
條
線

　
引
手
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
に
と
ど
め
る
。

⑨
馬
具
類
は
、
「
辛
卯
年
好
大
王
巫
造
鈴
九
十
六
」
銘
銅
鈴
と
と
も
に
墳
丘
南

　
裾
S
G
O
ー
ト
レ
ン
チ
か
ら
一
括
し
て
出
土
し
た
。
報
告
者
は
、
盗
掘
者
が
一
時

　
的
に
隠
匿
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
と
み
て
い
る
【
吉
林
省
文
物
考
古

　
研
究
所
ほ
か
二
〇
〇
四
、
二
三
二
頁
】
。

⑩
門
李
道
学
二
〇
〇
六
】
。

⑪
門
東
二
〇
〇
六
】
。

⑫
門
李
煕
溶
二
〇
〇
六
】
。

⑬
　
　
【
杢
・
配
…
溶
二
〇
〇
⊥
ハ
】
。

⑱
た
だ
し
、
歩
揺
付
半
球
形
飾
金
具
の
出
現
以
降
も
、
歩
揺
付
島
形
飾
金
具
の
製

　
作
は
し
ば
ら
く
継
続
す
る
よ
う
で
あ
る
。

⑮
高
句
麗
地
域
で
現
在
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
鉄
製
輪
宝
や
聖
心
鉄
板
装
壼
鐙
に

　
は
踏
込
鋲
を
備
え
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
鉄
製
輪
鐙
は
い
ず
れ
も
離
日
に
比

　
べ
て
幅
広
の
踏
込
部
を
も
ち
、
壼
鐙
も
含
め
、
広
い
踏
込
部
を
確
保
す
る
こ
と
に

　
よ
っ
て
、
踏
込
鋲
と
類
似
し
た
効
果
、
す
な
わ
ち
騎
乗
時
に
お
け
る
身
体
の
安
定

　
性
を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑯
門
姜
毒
魚
二
〇
〇
六
】
。

⑰
【
山
田
　
九
七
五
】
。
姜
は
鉄
製
部
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
誤
認
し
た
よ

　
う
で
あ
る
。
柄
部
か
ら
直
写
ま
で
が
鉄
製
で
、
砲
口
に
木
製
の
壼
部
を
は
め
込
み
、

　
鋲
で
固
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
桃
崎
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る

　
【
桃
二
二
〇
〇
八
】
。

⑱
宋
桂
鉱
や
苦
潮
も
、
J
C
区
の
年
代
に
つ
い
て
既
に
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る

　
【
逸
才
鉱
二
〇
〇
五
】
、
【
桃
三
二
〇
〇
八
】
。

⑲
高
句
麗
地
域
の
菊
形
飾
金
具
に
み
ら
れ
る
筒
金
や
心
葉
国
歩
揺
は
、
三
身
か
ら

　
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
双
方
の
馬
具
に
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
が
う
か

　
が
え
る
の
は
興
味
深
い
。

⑳
バ
ク
ビ
積
石
塚
例
の
二
導
線
引
手
b
1
類
や
二
期
要
録
形
錬
、
共
伴
す
る
円
形

　
飾
金
具
は
、
紀
元
前
後
の
只
事
の
景
観
と
さ
れ
る
老
河
深
遺
跡
中
層
か
ら
も
確
認

　
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
バ
ク
ビ
積
石
塚
例
は
多
條
振
り
技
法
と
考
え
ら
れ
、
無

　
振
り
技
法
a
類
の
老
河
深
の
轡
と
は
街
製
作
技
法
が
異
な
る
。

⑳
　
　
【
諌
早
二
〇
〇
七
】
。

⑫
　
か
つ
て
は
瓦
の
編
年
か
ら
太
王
陵
↓
千
秋
塚
↓
将
軍
塚
と
い
う
変
遷
が
想
定
さ
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れ
て
い
た
が
【
田
村
一
九
八
四
】
、
【
谷
～
九
八
九
】
、
そ
の
後
、
正
式
報
告
や
桃

崎
に
よ
っ
て
巻
雲
文
瓦
当
と
蓮
蕾
文
瓦
当
の
共
伴
す
る
千
秋
塚
か
ら
、
蓮
蕾
文
瓦

当
の
み
の
太
王
陵
・
将
軍
塚
へ
と
い
う
変
遷
観
が
示
さ
れ
て
い
る
【
吉
林
省
文
物

　
考
古
研
究
所
ほ
か
二
〇
〇
四
】
、
【
仙
崎
二
〇
〇
五
】
。

⑬
　
【
桃
崎
二
〇
〇
五
】
。

⑳
　
門
池
内
一
九
五
一
】
、
【
武
閉
一
九
八
九
】
。

第
四
章
　
三
跡
・
高
句
麗
地
域
出
土
馬
具
か
ら
み
た
新
羅
地
域
出
土
馬
具
の
製
作
年
代

1
　
併
行
関
係
の
検
討

古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

　
本
章
で
は
朝
鮮
半
島
南
部
の
中
で
も
、
三
雲
・
高
句
麗
地
域
出
土
馬
旦
ハ
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
重
工
地
域
出
土
馬
具
を

取
り
上
げ
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
李
寺
詣
は
月
城
路
カ
ー
＝
二
号
墳
や
皇
南
大
塚
南
墳
の
馬
具
を
中
国
東
北
地
方
の
馬
具
と
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

対
比
し
暦
年
代
を
求
め
た
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
筆
者
が
以
前
に
設
定
し
た
朝
鮮
半
島
南
部
出
土
馬
具
の
諸
段
階
と
三
蓋
・
高
句
麗
地
域
出
土

馬
具
の
諸
段
階
と
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
な
お
前
稿
で
は
朝
鮮
半
島
南
部
三
国
時
代
1
～
匿
段
階
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は

便
宜
的
に
薪
羅
1
～
璽
段
階
と
表
記
し
、
轡
以
外
の
馬
具
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
新
羅
－
段
階
は
立
聞
式
轡
の
出
現
を
上
限
と
す
る
。
街
の
製
作
技
法
は
多
條
振
り
技
法
で
あ
る
。
よ
っ
て
三
焦
工
段
階
、
お
よ
び
高
句
麗
H

～
W
段
階
と
の
併
行
関
係
を
ま
ず
想
定
で
き
る
。
こ
の
段
階
の
ど
こ
か
で
鏡
板
轡
A
類
が
出
現
す
る
。
三
燕
・
高
句
麗
地
域
で
は
、
鏡
板
轡
の

出
現
（
三
燕
－
段
階
・
高
句
麗
W
段
階
）
が
、
立
聞
式
錬
轡
の
出
現
（
高
句
麗
－
段
階
）
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
轡
に
も
同

じ
よ
う
な
変
化
を
想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
羅
－
段
階
も
鏡
板
轡
A
類
の
出
現
を
基
準
に
二
分
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
王
段
階
前
半
は
有
機
物

製
あ
る
い
は
金
属
製
の
立
聞
式
蒲
郡
の
み
存
在
す
る
時
期
で
あ
る
。
鐙
は
共
伴
し
な
い
。
百
済
地
域
や
心
意
地
域
に
は
類
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、

新
羅
地
域
で
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
王
段
階
後
半
に
な
る
と
鏡
板
轡
A
類
が
登
場
す
る
。
古
調
鉄
板
張
輪
鐙
を
共
遷
す
る
例
も
わ
ず
か

に
み
ら
れ
る
。
新
羅
地
域
で
は
慶
州
月
城
路
カ
ー
；
一
号
墳
の
金
銅
製
鏡
板
轡
（
図
1
0
－
－
）
や
、
慶
山
鞘
堂
G
一
五
・
六
号
墳
の
鉄
製
鏡
板
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古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

轡
な
ど
が
こ
の
段
階
に
該
当
す
る
。
鏡
板
轡
の
出
現
を
指
標
と
す
る
工
段
階
後
半
が
、
前
燕
で
鏡
板
轡
が
出
現
す
る
四
世
紀
中
葉
を
遡
る
こ
と

は
な
い
。

　
新
羅
∬
段
階
は
環
板
轡
B
類
、
無
振
り
技
法
b
類
・
一
條
振
り
技
法
b
類
の
街
、
一
條
線
引
手
の
出
現
す
る
時
期
で
あ
る
。
I
A
式
（
無

鋲
）
鐙
や
金
属
装
甲
、
心
葉
形
杏
葉
と
共
慰
す
る
。
鏡
板
轡
A
類
の
製
作
も
継
続
す
る
。
三
州
皇
南
進
一
〇
九
－
三
・
四
号
墳
例
（
図
1
2
－

9
・
1
0
）
な
ど
が
こ
の
段
階
に
該
当
す
る
。
こ
の
段
階
に
入
る
と
三
界
・
高
句
麗
地
域
に
み
ら
れ
な
い
要
素
（
響
板
轡
B
類
、
一
條
振
り
技
法
b
類

衡
、
｝
條
線
引
手
）
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
一
條
振
り
技
法
b
類
の
衝
や
一
條
線
引
手
と
い
っ
た
一
見
独
自
に
み
え

る
要
素
は
、
一
本
の
鉄
棒
の
両
端
に
黒
部
を
成
形
す
る
点
で
、
無
振
り
技
法
b
類
の
街
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
。
豊
艶
轡
B
類
も
A
類
を
祖
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
し
て
成
立
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
の
鐙
が
踏
込
鋲
を
備
え
な
い
こ
と
も
含
め
、
新
羅
H
段
階
と
三
嘆
鉦
段
階
、
高
句
麗
N
段

階
は
お
お
む
ね
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
上
限
年
代
は
四
世
紀
後
葉
を
遡
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
新
羅
皿
段
階
は
鏡
板
轡
B
類
の
出
現
す
る
時
期
で
あ
る
。
新
羅
独
自
の
杏
葉
型
式
で
あ
る
扁
円
魚
尾
形
杏
葉
（
図
1
0
1
3
・
4
）
も
こ
の
時

期
に
出
現
す
る
。
環
板
轡
B
類
の
製
作
も
依
然
継
続
し
て
い
る
。
慶
州
で
は
皇
南
大
塚
纏
綿
例
（
図
1
0
1
6
）
が
最
初
の
鏡
板
轡
B
類
と
考
え

ら
れ
る
。
鏡
板
轡
B
類
は
三
燕
や
高
句
麗
地
域
で
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
南
部
と
日
本
列
島
に
の
み
認
め
ら
れ
る
鏡

板
型
式
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
地
域
に
お
い
て
も
基
本
的
に
王
B
式
（
有
害
）
以
降
の
鐙
と
共
卜
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
新
羅
皿
段
階
は
高
旬

麗
V
段
階
以
降
と
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
上
限
年
代
が
五
世
紀
前
葉
を
遡
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
前
芸
で
は
鏡
板
轡
B
類
を
m
段
階

開
始
の
指
標
と
し
た
が
、
三
雲
・
高
句
麗
地
域
に
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
広
域
編
年
の
指
標
と
し
て
は
適
し
て
い
な
い
。
高
句
麗
V
段
階
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

指
標
を
I
B
式
（
有
春
）
鐙
と
し
た
よ
う
に
、
新
羅
匿
段
階
の
開
始
も
踏
込
鋲
を
備
え
る
鐙
の
出
現
に
求
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

2

皇
南
大
塚
南
墳
の
被
葬
者

現
在
、
新
羅
古
墳
の
相
対
編
年
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
皇
南
大
塚
南
墳
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④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
被
葬
者
を
奈
勿
王
（
在
位
三
五
六
～
四
〇
二
）
と
み
る
か
、
訥
砥
王
（
在
位
四
一
七
～
四
五
八
）
と
み
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
暦
年
客
観
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
太
暗
面
出
土
馬
具
と
の
比
較
か
ら
、
被
葬
者
問
題
の
解
決
を
は
か
る
試
み
も
み
ら
れ
た
が
、
不
安

定
な
高
句
麗
王
陵
の
年
代
観
に
、
新
羅
王
陵
の
年
代
が
依
存
す
る
と
い
う
構
造
は
年
代
論
を
一
層
混
迷
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は

前
節
で
、
皇
南
大
塚
南
墳
出
土
馬
具
を
指
標
と
す
る
薪
殖
民
段
階
は
五
世
紀
前
葉
を
遡
り
が
た
い
と
し
た
が
、
新
羅
古
墳
の
年
代
観
と
も
関
わ

る
重
要
な
問
題
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

　
皇
南
大
塚
南
墳
出
土
馬
具
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
、
ま
た
こ
こ
で
も
注
目
し
た
い
の
が
鐙
で
あ
る
（
図
1
0
－
5
）
。
皇
南
大
塚
南
墳
の
鐙
の
う

ち
、
踏
込
部
の
確
認
で
き
る
も
の
は
全
て
踏
込
鋲
を
備
え
て
い
る
。
何
度
も
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
踏
込
鋲
は
高
句
麗
地
域
に
も
認
め
ら
れ
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

羅
地
域
の
踏
込
鋲
も
同
地
域
か
ら
の
強
い
影
響
を
受
け
て
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
羅
地
域
に
お
け
る
踏
込
鋲
の
出
現
が
高

句
麗
地
域
と
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
て
も
遡
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
桃
崎
説
は
も
ち
ろ
ん
、
太
王
種
を
四
世
紀
末
と

し
、
皇
南
大
塚
南
瓦
を
五
世
紀
初
と
す
る
李
煕
溶
の
説
も
一
見
、
問
題
無
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
薪
羅
地
域
に
お
い
て
踏
込
鋲
は
、
皇

南
大
塚
愛
重
よ
り
も
土
器
編
年
上
、
先
行
す
る
釜
山
福
泉
洞
一
〇
・
＝
号
墳
例
や
林
堂
七
B
号
言
霊
（
図
1
0
－
2
）
な
ど
の
工
A
式
鐙
に
既

に
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
（
太
王
難
の
被
葬
者
と
の
没
年
差
が
短
い
）
主
面
妾
説
を
と
る
場
合
、
製
作
か
ら
副
葬
ま
で
の
期
間
を
意
図
的
に
調
整

し
な
い
限
り
、
高
句
麗
地
域
で
踏
込
鋲
が
出
現
す
る
よ
り
も
前
に
、
新
羅
地
域
で
踏
込
鋲
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
は
新
羅
工
段
階
後
半
、
す
な
わ
ち
鏡
板
轡
A
類
の
出
現
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
心
溶
は

中
国
東
北
地
方
の
資
料
と
の
比
較
か
ら
月
城
衆
力
1
＝
二
号
墳
出
土
の
鏡
板
轡
A
類
を
遅
く
と
も
四
世
紀
後
半
の
初
め
頃
と
み
た
。
前
壷
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

け
る
鏡
板
轡
の
出
現
時
期
が
四
世
紀
中
葉
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
一
見
成
立
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

羅
地
域
に
お
い
て
鏡
板
轡
A
類
は
土
器
編
年
上
、
月
城
路
カ
ー
＝
二
号
墳
に
先
行
す
る
海
戦
G
一
五
・
六
号
墳
の
段
階
で
既
に
出
現
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
新
羅
地
域
に
お
け
る
鏡
板
轡
A
類
の
出
現
時
期
が
、
前
燕
と
同
時
か
そ
れ
よ
り
も
先
行
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
年
代
決
定
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
皇
南
大
塚
南
墳
の
鐙
や
月
城
路
カ
ー
＝
二
号
墳
の
轡
は
、
装
飾
性
の
高
さ
を
除
け
ば
、
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古代東北アジアにおける馬具の製作年代（諌早）

技
術
的
に
も
機
能
的
に
も
新
羅
地
域
か
ら
出
土
す
る
他
の
資
料
と
な
ん
ら
変
わ
り
が
な
い
。
最
も
重
要
な
点
は
、
そ
れ
ら
は
同
型
式
の
資
料
の

中
で
決
し
て
出
現
期
の
資
料
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
鏡
板
轡
を
は
じ
め
と
す
る
装
飾
馬
具
セ
ッ
ト
が
三
厩
地
域
で
成
立
し
、
高
句
麗

地
域
を
経
て
新
羅
地
域
に
入
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
三
百
・
高
句
麗
地
域
で
も
確
認
さ
れ
る
変
化
が
新
羅
地
域
で
最
初
に
出
現
し
た
と
は
考
え
に

く
い
。
以
上
か
ら
皇
南
大
塚
南
舘
の
馬
具
は
、
五
世
紀
前
葉
に
遡
る
可
能
性
は
残
し
て
お
く
と
し
て
も
、
初
頭
に
ま
で
は
遡
り
え
ず
、
そ
の
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

具
を
も
つ
被
葬
者
は
訥
砥
王
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
訥
砥
王
の
治
世
の
晩
年
は
、
そ
れ
ま
で
高
句
麗
に
従
属
し
て
い
た
新
羅
が

　
　
　
　
　
　
⑩

「
脱
高
句
麗
化
」
の
動
き
を
見
せ
始
め
る
重
要
な
時
期
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
高
句
麗
か
ら
の
影
響
を
み
せ
つ
つ
も
、
扁
円
魚
尾
形
杏
葉
や
鏡

板
轡
B
類
な
ど
か
ら
な
る
独
自
の
装
飾
馬
具
を
創
出
し
て
い
く
新
羅
羅
段
階
の
様
相
は
こ
れ
と
符
合
す
る
動
き
と
し
て
理
解
し
う
る
。

①
【
輿
望
溶
｝
九
九
五
・
九
六
】
。

②
【
柳
昌
換
二
〇
〇
〇
】
。

③
よ
っ
て
前
稿
【
諌
早
二
〇
〇
五
a
】
よ
り
も
思
段
階
の
上
限
は
若
干
遡
及
す
る
。

　
な
お
新
羅
地
域
で
は
、
高
句
麗
地
域
で
確
認
さ
れ
る
I
B
式
（
上
土
）
鐙
以
外
に

　
も
王
A
式
（
有
鋲
）
鐙
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

＠＠＠

【
李
鐘
宣
一
九
九
二
】
、
【
李
煕
溶
一
九
九
五
】
な
ど
。

【
藤
井
一
九
七
九
】
、
門
金
龍
星
二
〇
〇
三
】
な
ど
。

【
白
井
二
〇
〇
三
、
一
〇
五
頁
】
。

お
　
わ
　
り
　
に

⑦
李
煕
溶
は
薫
高
の
年
代
観
に
従
い
、
鏡
板
轡
A
類
の
出
現
時
期
を
四
畿
紀
初
め

　
頃
と
み
て
い
る
【
李
煕
溶
一
九
九
六
、
二
九
四
頁
】
。

⑧
【
李
煕
溶
一
九
九
六
、
三
〇
五
頁
】
。

⑨
奈
勿
王
と
訥
砥
王
の
間
に
在
位
し
た
実
聖
王
（
在
位
四
〇
二
～
四
｝
七
）
は
、

　
次
王
の
訥
砥
王
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
点
や
、
埋
葬
施
設
か
ら
出
土
し
た
歯
牙
の

　
分
析
結
果
、
被
葬
者
が
六
十
歳
前
後
の
男
性
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
【
張
信

　
尭
・
金
蓬
澤
「
九
九
四
】
、
皇
南
大
塚
南
墳
の
被
葬
者
候
補
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

⑩
【
井
上
二
〇
〇
〇
】
。

　
本
稿
で
は
製
作
技
術
と
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
、
三
軍
、
高
句
麗
、
新
羅
地
域
出
土
馬
具
の
相
対
編
年
と
併
行
関
係
の
設
定
を
お
こ
な
っ
た
。

さ
ら
に
紀
年
墓
な
ど
の
検
討
を
通
じ
て
各
段
階
に
お
お
よ
そ
の
年
代
を
付
与
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
夏
、
高
句
麗
、
新
羅
に
お
け
る
馬
具
の
技

術
的
・
機
能
的
変
化
が
、
極
め
て
短
い
時
間
の
う
ち
に
伝
達
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
事
象
が
整
合
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
1
1
で
あ
る
。
こ
の
年
代
を
安
易
に
墓
の
年
代
と
す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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が
、
暦
年
代
観
の
不
安
定
な
新
羅
古
墳
に
も
、
比
較
的
精
度
の
高
い
年
代

決
定
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
技
術
的
・
機
能
的
変
化
が
極
め
て
短
い
時
間
の
う
ち
に
伝

達
さ
れ
た
と
し
て
も
、
鏡
板
轡
を
は
じ
め
と
す
る
金
や
銀
で
彩
ら
れ
た
装

飾
馬
具
セ
ッ
ト
の
成
立
時
期
に
は
、
三
燕
地
域
で
は
四
世
紀
中
葉
、
高
句

麗
地
域
で
は
四
世
紀
後
葉
～
五
世
紀
初
頭
、
新
羅
地
域
で
は
五
世
紀
前
葉

～
中
葉
と
若
干
の
時
間
差
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鏡
板
轡

を
は
じ
め
と
す
る
装
飾
性
の
高
い
騎
乗
用
馬
具
セ
ッ
ト
が
前
燕
で
ま
ず
成

立
し
、
高
句
麗
、
そ
し
て
新
羅
で
も
順
次
製
作
さ
れ
て
い
く
状
況
が
鮮
明

に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
製
作
開
始
は
前
燕
の
建

国
か
ら
中
原
進
出
に
か
け
て
の
時
期
や
、
新
羅
の
「
脱
高
句
麗
化
」
の
開

始
と
い
っ
た
各
国
の
画
期
と
お
お
む
ね
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
景

に
は
活
発
な
地
域
間
交
流
と
と
も
に
製
作
主
体
と
し
て
の
各
王
権
の
政
治

的
意
図
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題

と
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
騎
馬
文
化
の
東
漸
現
象
に
つ
い
て
は
、

と
も
す
れ
ば
外
的
要
因
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
受
け
取

る
側
の
内
的
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
歴
史
像
を
描
き
出

せ
る
だ
ろ
う
。

　
紙
幅
の
関
係
で
今
回
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
百
済
、
加
耶
、
倭
か
ら
も
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同
じ
よ
う
な
形
態
的
特
徴
を
も
つ
馬
具
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
も
同
様
の
検
討
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
で
、
東
北

ア
ジ
ア
全
体
を
繋
ぐ
広
域
編
年
網
の
樹
立
が
可
能
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
年
代
根
拠
を
も
つ
各
地
域
の
年
代
観
を
整
理
す
る
上
で
、
一

貫
し
た
分
析
が
可
能
な
馬
具
が
も
つ
重
要
性
は
は
か
り
し
れ
な
い
。

　
参
　
考
　
文
　
献

秋
山
進
午
編
　
一
九
九
五
　
　
『
東
北
ア
ジ
ア
の
考
古
学
的
研
究
【
日
中
共
同
研
究
報

　
　
告
ご
　
　
同
朋
社
出
版

東
海
　
　
九
八
八
　
「
高
旬
麗
文
物
に
関
す
る
編
年
学
的
～
考
察
」
『
橿
原
考
古
学

　
　
研
究
所
論
集
』
第
一
〇
　
吉
川
弘
文
館

東
霞
　
二
〇
〇
六
　
「
高
句
麗
王
陵
と
巨
大
積
石
塚
i
国
内
城
時
代
の
帰
馬
制

　
　
1
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
一
九
九
・
二
〇
〇
輯

穴
沢
昧
光
　
一
九
九
〇
　
「
五
胡
十
六
国
の
考
古
学
・
上
」
『
古
代
学
評
論
』
創
刊

　
　
号

穴
沢
昧
光
・
馬
目
順
一
　
一
九
七
三
　
「
北
燕
・
凋
素
弗
墓
の
提
起
す
る
問
題
－

　
　
日
本
・
朝
鮮
考
吉
学
と
の
関
連
性
－
」
『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
扁
恥
．

　
　
8
5

池
内
宏
　
一
九
五
一
　
「
晋
代
の
遼
東
」
『
満
鮮
史
研
究
』
上
世
編
　
祖
国
社

諌
早
直
人
　
二
〇
〇
五
a
　
「
朝
鮮
半
島
南
部
三
国
時
代
に
お
け
る
轡
製
作
技
術
の

　
　
展
開
」
『
古
文
化
談
叢
』
第
五
四
集

諌
早
直
人
　
二
〇
〇
五
b
　
「
原
三
国
時
代
に
お
け
る
鉄
製
轡
製
作
技
術
の
特
質
」

　
　
『
朝
鮮
古
代
研
究
』
第
六
号

諌
早
直
人
　
二
〇
〇
七
　
　
「
製
作
技
術
毘
薯
夫
籐
斜
虚
無
韓
半
島
南
部
斜
初
期

　
　
轡
」
『
県
南
考
古
学
隔
第
四
三
号

井
上
直
樹
　
二
〇
〇
〇
　
「
高
句
麗
の
対
北
魏
外
交
と
朝
鮮
半
島
情
勢
」
糊
朝
鮮
史

　
　
研
究
会
論
文
集
㎞
酌
．
3
8

内
山
敏
行
　
二
〇
〇
五
　
「
中
八
幡
古
墳
出
土
馬
具
を
め
ぐ
る
問
題
」
『
中
八
幡
苫

　
　
墳
資
料
調
査
報
告
書
』
　
池
田
町
教
育
委
員
会

小
田
審
士
雄
　
　
九
七
九
　
「
宴
安
高
句
麗
積
石
墓
遺
物
と
百
済
・
古
新
羅
の
遺

　
　
物
」
『
古
文
化
談
叢
』
第
六
集

小
野
山
節
　
　
九
六
六
　
「
日
本
発
見
の
初
期
の
馬
具
」
門
考
古
学
雑
誌
㎞
第
六
五

　
　
巻
第
一
号

小
池
精
血
　
二
〇
〇
六
　
「
遼
寧
省
出
土
の
三
無
の
帯
金
具
に
つ
い
て
」
『
東
ア
ジ

　
　
ア
考
古
学
論
叢
』
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
釜
山
大
学
校
博
物
館
　
二
〇
〇
六
　
　
噸
日
韓
古
墳
時
代
の

　
　
暦
年
代
観
㎞

小
林
聡
　
一
九
八
八
　
「
慕
容
政
権
の
支
配
構
造
の
特
質
－
政
治
過
程
の
検
討
と

　
　
支
配
層
の
分
析
を
通
し
て
…
」
魍
東
洋
史
論
集
』
一
六

白
井
克
也
　
二
〇
〇
三
　
「
馬
具
と
短
甲
に
よ
る
日
韓
交
差
編
年
i
日
韓
古
墳
編

　
　
年
の
並
行
関
係
と
暦
年
代
1
」
『
土
曜
考
古
』
第
二
七
号

白
石
太
一
郎
一
九
八
五
　
「
年
代
決
定
論
（
一
～
）
1
弥
生
時
代
以
降
の
年
代
決

　
　
定
1
」
『
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
』
　
一
　
岩
波
書
店

武
田
幸
男
　
一
九
八
九
　
　
『
高
句
麗
史
と
古
代
東
ア
ジ
ア
㎞
　
岩
波
轡
店

田
中
由
理
　
二
〇
〇
四
　
「
f
字
形
鏡
板
付
轡
の
規
格
性
と
そ
の
背
景
」
『
考
古
学

　
　
研
究
』
第
五
　
巻
第
二
号

谷
豊
信
　
｝
九
八
九
　
　
「
匹
、
五
世
紀
の
高
句
麗
の
瓦
に
関
す
る
若
干
の
考
察
一

　
　
墳
墓
発
見
の
瓦
を
中
心
と
し
て
一
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
隔
第
一
〇
八

　
　
冊

田
村
晃
一
　
一
九
八
四
　
「
高
句
麗
の
積
石
塚
の
年
代
と
被
葬
者
を
め
ぐ
る
問
題
に
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つ
い
て
」
『
青
山
史
学
』
第
八
号

千
賀
久
　
一
九
八
八
　
「
日
本
出
土
初
期
馬
具
の
系
譜
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論

　
　
集
』
第
八
　
吉
川
弘
文
館

中
條
英
樹
　
二
〇
〇
七
　
「
韓
国
・
尚
州
新
興
黒
吉
山
群
出
土
の
鑛
轡
に
つ
い
て

　
　
一
最
近
の
東
ア
ジ
ア
出
土
鎮
轡
の
研
究
動
向
か
ら
一
」
糊
専
修
考
古
学
隔

　
　
第
一
二
号

花
谷
浩
　
二
〇
〇
六
　
　
「
三
燕
地
域
出
土
馬
具
に
つ
い
て
1
鞍
金
具
と
轡
を
中
心

　
　
に
一
！
」
『
東
ア
ジ
ア
考
古
学
論
叢
』
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
遼
寧
省
文
物

　
　
考
古
研
究
所

東
ア
ジ
ア
考
古
学
会
　
二
〇
〇
六
　
　
『
第
一
八
回
東
ア
ジ
ア
古
代
史
・
考
古
学
研
究

　
　
交
流
会
予
稿
集
㎞

樋
口
隆
康
　
一
九
七
二
　
　
「
鐙
の
発
生
扁
『
青
陵
』
勘
．
1
9
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古

　
　
学
研
究
所

藤
井
和
夫
　
一
九
七
九
　
　
「
相
州
羨
望
羅
古
墳
編
年
試
案
…
1
出
土
幽
艶
土
器
を
中

　
　
心
と
し
て
一
」
『
神
奈
川
考
古
㎞
第
六
号

藤
井
康
隆
　
二
〇
〇
三
　
「
三
燕
に
お
け
る
帯
金
具
の
新
例
を
め
ぐ
っ
て
し
『
立
命

　
　
館
大
学
考
古
学
論
集
　
皿
1
2
幅

町
田
章
　
二
〇
〇
六
　
　
「
繰
越
の
帯
金
具
」
『
東
ア
ジ
ア
考
古
学
論
叢
』
　
奈
良
文

　
　
化
財
研
究
所
・
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所

司
崎
祐
輔
　
一
九
九
九
　
「
日
本
列
島
に
お
け
る
騎
馬
文
化
の
受
容
と
拡
散
－
殺

　
　
馬
儀
礼
と
初
期
馬
具
の
拡
散
に
見
る
慕
容
鮮
卑
・
朝
鮮
三
国
激
切
の
影
響
i
」

　
　
『
渡
来
文
化
の
受
容
と
展
開
i
五
世
紀
に
お
け
る
政
治
的
・
社
会
的
変
化
の

　
　
具
体
稲
（
2
）
臨
　
埋
蔵
文
化
財
研
究
会

桃
晦
祐
輔
　
二
〇
〇
四
　
　
「
倭
国
へ
の
騎
馬
文
化
の
道
一
慕
容
鮮
卑
三
間
、
朝
鮮

　
　
半
島
三
国
、
倭
国
の
馬
具
と
の
比
較
研
究
1
」
『
考
古
学
講
座
講
演
集
魅

　
　
（
「
古
代
の
風
」
特
別
号
酌
．
2
）
　
市
民
の
古
代
研
究
会
・
関
東

桃
山
祐
輔
　
二
〇
〇
五
　
　
「
高
句
麗
二
王
陵
出
土
瓦
・
馬
具
か
ら
み
た
好
太
王
陵
説

　
　
の
評
緬
」
『
海
と
考
古
学
』
　
六
～
書
房

桃
崎
祐
輔
　
二
〇
〇
八
　
「
古
代
山
城
出
土
馬
具
と
馬
具
の
見
方
」
噛
第
二
回
東
ア

　
　
ジ
ア
考
古
学
会
・
中
原
文
化
財
研
究
院
研
究
交
流
会
予
稿
集
』

山
田
良
三
　
～
九
七
五
　
「
古
墳
時
代
鐙
の
形
態
的
変
遷
」
糊
橿
原
考
古
学
研
究
所

　
　
論
集
㎞
　
吉
川
弘
文
館

魏
中
豊
　
一
九
九
一
　
「
高
句
麗
馬
具
的
発
現
與
研
究
」
『
北
方
文
物
㎞
第
四
期

吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
・
集
安
市
博
物
館
　
二
〇
〇
四
　
　
開
集
安
高
句
麗
王
陵
』

告
林
省
文
物
考
古
研
究
所
・
集
安
市
文
物
保
管
所
　
一
九
九
三
　
「
集
安
安
最
古
墓

　
　
群
禺
山
墓
区
営
錫
公
路
墓
葬
発
掘
」
噛
高
句
麗
研
究
文
集
』

艶
黒
轡
岡
　
　
一
九
九
五
　
　
門
公
　
兀
一
鳳
至
⊥
ハ
世
紀
曲
慕
容
鮮
卑
、
高
句
麗
、
如
勒
鮮
、
　
目
［
本
馬

　
　
具
之
比
較
研
究
」
『
文
物
』
第
　
○
瓜

田
立
坤
　
一
九
九
　
　
「
三
燕
文
化
遣
存
的
初
歩
研
究
」
『
遼
海
文
物
学
理
』
第
一

　
　
期
（
穴
沢
味
申
訳
　
一
九
九
二
　
「
三
燕
文
化
遺
存
の
初
歩
的
研
究
」
欄
古
文

　
　
化
談
叢
』
第
二
七
集
）

田
立
坤
　
二
〇
〇
二
　
「
衷
台
子
壁
画
墓
的
再
認
識
」
門
文
物
』
第
九
期

遼
寧
省
博
物
館
　
　
一
九
八
四
　
　
［
遼
寧
本
渓
開
始
」
『
考
吉
輪
第
八
期

遼
曝
省
文
物
考
吉
研
究
所
　
二
〇
〇
二
　
　
噛
寮
母
文
物
精
粋
』

姜
仁
山
　

二
〇
〇
⊥
ハ

　
　
伝
播
州
瑚
糾
司
」

姜
踏
歌
　
　
一
一
〇
〇
六

　
　
過
程
司
曙
叫
明
」

金
閣
詰
　
一
九
九
三

金
腹
詰
　
二
〇
〇
〇

　
　
学
位
論
文

金
龍
星
　
二
〇
〇
三

「
高
句
麗
鐙
子
斜
発
生
斗
舟
碍
刈
叫
草
原
地
帯
二
潮

『
北
方
史
論
叢
』
第
一
二
号

「
高
句
麗
古
墳
州
刈
上
叫
と
」
中
国
三
悪
要
素
釧
展
開

門
韓
国
上
古
史
学
報
』
第
五
一
号

「
三
国
時
代
轡
到
研
究
扁
『
嶺
南
考
古
学
』
第
一
三
号

明
韓
国
古
代
馬
具
斜
研
究
㎞
東
義
大
学
校
大
学
院
博
士

「
皇
南
大
塚
南
墳
潮
年
代
斗
被
葬
者
検
討
」
『
韓
国
上
古
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史
学
報
㎞
第
四
二
号

柳
昌
換
　
一
九
九
五
　
「
伽
耶
古
墳
出
土
鐙
子
州
硝
壷
研
究
」
『
韓
国
考
古
学

　
　
報
歴
第
三
三
輯

柳
昌
換
　
二
〇
〇
〇
　
　
「
甲
板
轡
q
編
年
斗
分
布
」
欄
伽
椰
文
化
㎞
築
一
三
号

柳
昌
換
（
武
末
純
一
訳
）
　
二
〇
〇
四
　
「
古
代
東
ア
ジ
ア
初
期
馬
具
の
展
開
」

　
　
糊
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
…
小
田
富
士
雄
先
生
退
職
記
念
一
隔

叫
剋
薯
　
一
九
八
六
　
「
高
句
麗
斜
馬
具
鱗
瑚
誹
明
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
隔
第
三

　
　
号

轡
智
人
丁
　
一
九
八
六
　
「
平
城
市
地
境
洞
高
句
麗
早
瑠
発
掘
報
告
」
『
朝
鮮
考
古

　
　
研
究
』
第
四
号

釜
山
大
学
校
博
物
館
・
国
立
歴
史
罠
俗
博
物
館
　
二
〇
〇
七
　
　
噸
日
韓
古
墳
・
三
国

　
　
時
代
の
年
代
観
（
且
）
』

宋
桂
鉱
　
二
〇
〇
五
　
「
桓
仁
斗
集
安
牛
高
句
麗
甲
冑
」
魍
北
方
史
論
叢
』
三
号

　
　
（
高
正
龍
・
井
上
直
樹
訳
　
二
〇
〇
六
　
「
桓
仁
と
集
安
の
高
句
麗
甲
冑
」

　
　
『
朝
鮮
古
代
研
究
』
第
七
号
）

申
養
鯉
　
一
九
八
五
　
「
古
式
鐙
子
考
」
『
釜
大
史
学
』
第
九
輯
（
定
森
秀
夫
訳

　
　
一
九
八
六
　
「
古
式
鐙
考
」
『
古
代
文
化
』
第
三
八
巻
第
六
号
）

杢
・
道
瀞
ナ
　
ニ
○
〇
六
　
　
『
雷
岡
句
㎜
鹿
広
開
土
王
碑
文
研
難
九
睡
　
　
書
眠
目
文
化
社

李
鐘
宣
　
～
九
九
二
　
「
積
石
木
榔
王
台
編
年
司
司
紐
再
論
議
」
『
韓
国
古
代
史

　
　
論
叢
』
第
三
輯

李
熈
溶
　
～
九
九
五
　
「
賀
州
皇
南
大
塚
南
墳
潮
年
代
」
㎎
壷
掘
考
古
学
』
第
一
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The　Dates　of　the　Manufacture　of　Horse　Trappings　in　Ancient

Northeast　Asia：The　Three　Yan　Kingdoms，　Koguryo，　and　SMa

by

ISAHAyA　Naoto

　　In　recent　years，　it　has　been　clearly　recognized　that　the　horse　trappings　exca－

vated　from　sites　from　across　ancient　northeast　Asia　constitute　a　series　of　objects

from　the　same　lineage．　However，　there　is　no　consensus　on　the　mutual　relatioB－

ships　of　horse　trappings　excavated　from　each　area　or　on　their　dates　of　manufac－

ture．　Therefore，　this　paper　discusses　the　dates　of　manufacture　of　horse　trappings

excavated麦rom　the　area　composed　of　the　Three　Yan三燕㎞gdoms，　Kloguryo高

句麗and　S還a新羅from　the　standpoints　of　manufacturing　technology　and　funodon．

　　First，　1　have　made　a　relative　chronology　showing　the　mutual　relations　of　each

area．　Secondly，　based　on　absoiute　dates　from　such　sources　as　toinbs　whose　date

is　certain，　I　have　assigned　dates　to　each　manufact曲g　stage．　As　a　resu董t，　I　was

ab星e　to　set　an　upPer　hm重t　and　thereby　deter血ed　that　the　date　of　the　horse　trap－

pings　of　HwangnamudaechoRg　Nambun皇南大塚南墳that　have　had　a　great圃u－

ence　on　the　dating　of　the　Staa　tombs，　for　which　there　are　no　securely　datable　arti－

facts，　cannot　date　back　to　the　beginr｝ing　of　the　5th　century．　Thus，　1　concluded　that

the　owner　of　the　horse　trappings　was　King　Nulgi訥砥，　who　died血458．

　　In　additioB，　by　ildicating　changes　in　marlufactu血g　technologies　and　fUnction

over　a　broad　area　and　across　time，　it　has　become　possible　to　explain　various　phe－

nomena　in　each　area　systematically　in　relation　to　those　in　others．　Moreover，　it　has

become　clear　that　there　was　a　tme　｝ag　in　the　creation　of　the　highly　decorative

sets　of　horse　trappings，　which　incJuded　cheek－plate　bits，　jn　the　Three　Yan　kng－

doms，　which　took　place　in　the　middle　of　the　4th　centtll　y，　in　Koguryo，　which　occur－

red　from　the　late　4th　century　to　the　begirming　of　the　5th　century，　and　in　SMa，　in

the　filst　half　of　the　5th　century．　As　these　dates　co㎡6㎜to　a　tu血｝g　po魚t　in　the

history　of　each　country，　1　pointed　out　the　possibfity　that　this　refiected　not　oniy　ac－

tive　regional　interactions　but　also　the　political　will　of　each　royal　power．
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